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平
成
二
十
九
年
四
月
、
「
荒
波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異
空
間

北
前
船
寄
港

地
・
船
主
集
落

」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
「
西
廻
り
航
路
」
の
寄
港
地
を
追
加
認
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
浜
田
市
で
は

「
外
ノ
浦
」
を
候
補
地
と
し
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の「
外
ノ
浦
」

外
ノ
浦
・
瀬
戸

島
・
長
浜
の
港
の
う
ち
、浜
田

藩
最
大
の
港
で
あ

た
外
ノ
浦
は
、「
西
廻
り
航

路
」の
風
待
ち
港
と
し
て
知
ら
れ
、栄
え
て
い
ま

し
た
。

◆
寄
港
地
の
面
影
を
残
す「
外
ノ
浦
」

山
に
抱
か
れ
た
わ
ず
か
な
平
地
に
廻
船
問
屋

な
ど
の
集
落
が
点
在
し
、そ
の
風
景
は
江
戸
時
代

か
ら
の
面
影
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
寄
港
地
と
し
て
の「
外
ノ
浦
」

外
ノ
浦
に
は
、現
在
も
北
前
船
が
寄
港
し
て
い

た
こ
と
を
示
す
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
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浜田開府 400 年 記念プレ講演・座談会　第３弾

島
根
県
立
大
学
コ
ン
ベ
ン
シ
ン
ホホ

ルル

（
浜
田
市市
野野
原原
町町
））

平
成
29
年

月

日

13
時
30
分分

1717
時時

日

会 

場
日 

時

主催：浜田市・浜田市教育委員会　　《お問合せ先》　浜田市教育委員会文化振興課 0855－25－9731主催：浜田市・浜田市教育委員会　　《お問合せ先》　浜田市教育委員会文化振興課 0855－25－9731

石
見
郷
土
研
究
懇
話
会
会
長

岩
町

功
氏

西
中
国
山
地
民
具
を
守
る
会
会
長

隅
田
正
三
氏

浜
田
高
校
教
諭

阿
部
志
朗
氏

座
談
会

講
演
会

●

パ
ネ
ラ

●

コ

デ

ネ

タタ

石
見
郷
土
研
究
懇
話
会会
会会
長長

岩岩
町町

功功
氏氏

西
中
国
山
地
民
具
を
守守
るる
会会
会会
長長

隅隅
田田
正正
三三
氏氏

浜浜
田田
高高
校校
教教
諭諭

阿阿
部部
志志
朗朗
氏氏

浜浜
田田
市市
長長

久久
保保
田田
章章
市市

13
時
30
分

15
時
35
分

 

15
時
45
分

17
時

「
浜
田
港
の
成
立
と
展
開
」

「
津
和
野
藩
と
港―

た
た
ら
製
鉄
を
中
心
と
し
て―

」

「
客
船
帳
か
ら
み
た
浜
田
港
の
物
流
」

江戸時代の海岸図
（松原・外ノ浦周辺）

島
根根
県県県
立
大大
学学

ベベ

ホホ

ルルル

（（（
浜浜
田田
市市市
野野野
原原原
町町町
））

座
談
会

講
演
会

13
時
30
分

15
時
35
分

1515

4545

1717

会

1515
時時
4545
分分

1717
時時

入場無料
申込み不要

（楫ヶ瀬孝氏所蔵）

浜田開府400年記念プレ講演・座談会を機に
追加認定の機運を一緒に盛り上げましょう

（楫ヶ瀬孝氏所蔵）
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市
で
は
、
民
泊
・
農
山
漁
村
体
験
の
取
組
を
行
っ
て
い

る
民
間
団
体
に
浜
田
市
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
が
あ
り
ま

す
。
海
・
里
・
山
な
ど
浜
田
市
が
持
つ
豊
富
な
自
然
を
生

か
し
た
体
験
を
広
く
実
施
す
る
た
め
、
個
性
豊
か
な
会
員

が
多
様
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
協
議
会
全
体
の
活
動
と

し
て
は
、
地
域
の
自
然
や
歴
史
、
伝
統
を
生
か
し
た
体
験

型
教
育
旅
行
の
誘
致
や
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
民
泊

受
入
れ
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
浜
田
市
も
浜

田
市
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

実
は
、
こ
の
よ
う
な
普
段
と
異
な
る
日
常
の
体
験
が
子

ど
も
の
成
長
を
促
す
と
い
う
教
育
的
効
果
が
各
地
で
報
告

さ
れ
て
お
り
、
都
会
地
の
学
校
で
は
修
学
旅
行
で
民
泊
を

取
り
入
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
観
光
地

な
ど
を
見
学
す
る｢

見
る
修
学
旅
行｣

が
主
流
で
し
た
が
、

自
然
あ
ふ
れ
る
地
域
で
民
泊
し
な
が
ら
「
体
験
す
る
修
学

旅
行
」
を
行
程
に
組
み
込
ん
だ
「
体
験
教
育
旅
行
」
が
少

し
ず
つ
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
民
泊
で
知
り
合
っ
た
生

徒
が
成
長
し
、
大
人
に
な
っ
て
も
交
流
が
あ
る
と
い
っ
た

例
も
あ
り
、
深
い
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
き
ま
す
。

修
学
旅
行
に
も
導
入

浜
田
市
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

現
在
、
島
根
県
内
で
民
泊
や
農
山
漁
村
体
験
を
は
じ

め
と
す
る
交
流
事
業
を
活
発
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
動
き

に
「
し
ま
ね
田
舎
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
が
あ
り
、
浜
田
市
も
県

と
と
も
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
の
大
き
な
目
的

は
地
元
の
自
然
や
文
化
、
暮
ら
し
に
触
れ
る
こ
と
で
地
方

の
農
山
漁
村
地
域
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
で

す
。
体
験
活
動
を
目
的
と
し
た
訪
問
者
が
増
加
す
る
と
、

民
泊
や
体
験
施
設
の
利
用
、
飲
食
、
農
産
物
・
水
産
物
の

購
入
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
そ
の
土
地
の
人
や
文
化
を
知
る

機
会
に
も
な
る
た
め
、
移
住
・
定
住
の
入
り
口
に
な
る
こ

と
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
践
者
を
通
じ
て
地

域
全
体
の
連
携
が
強
く
な
っ
た
り
、
都
市
部
か
ら
の
訪
問

者
が
私
た
ち
に
と
っ
て
の
「
あ
た
り
ま
え
」
の
生
活
を
新

鮮
に
楽
し
ん
で
い
る
姿
か
ら
、
地
域
の
す
ば
ら
し
さ
や
生

き
が
い
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
元
の
人
と
一
緒
に
米
作
り
や
畑
の
農
作
業
な
ど
の
体

験
。
古
民
家
に
あ
る
昔
な
が
ら
の
暮
ら
し
の
知
恵
。
季
節

行
事
で
使
う
道
具
づ
く
り
。そ
し
て
一
緒
に
料
理
を
し
て
、

何
気
な
い
日
常
を
ほ
ん
の
少
し
だ
け
と
も
に
す
る
。
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
、
特
別
な
こ
と
は
し
な
い
し
、
大
き
な
稼
ぎ
に

は
な
り
に
く
い
の
で
、
営
利
追
求
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
ふ
れ
あ
い
や
地
域
の
生
き
が
い
を
重
視
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
場
所
で
、
け
れ
ど
い
つ
も

の
旅
行
と
は
違
う
。
そ
こ
に
は
訪
れ
る
側
と
迎
え
る
側
と

の
間
で
多
く
の
交
流
が
あ
り
、
人
と
人
と
の
心
の
ふ
れ
あ

い
が
生
ま
れ
ま
す
。

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
効
果

人
と
人
と
の
心
の
ふ
れ
あ
い

　
「
農
山
漁
村
体
験
」「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
山
や
海
、
川
と

い
っ
た
自
然
溢
れ
る
地
域
で
の
生
活
に
触
れ
、
交
流
す
る
新
し
い
体
験
活
動
が

今
各
地
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
ん
な
都
市
と
地
方
を
つ
な
ぐ
交
流

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
日
常
、

都
会
地
で
は

　

あ
こ
が
れ
で
す

ツ
ー
リ
ズ
ム
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浜
田
市
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
の
会
員
と
な
り
、
一
緒
に

民
泊
の
受
入
れ
や
農
山
漁
村
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。
浜
田

市
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、旅
行
会
社
な
ど
か
ら
民
泊・

体
験
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
際
、
会
員
に
受
入
先
の
斡

旋
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
と
お
し
て
民
泊
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
先
進
地
の
視
察
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
旅

行
会
社
へ
の
営
業
活
動
、
市
や
県
と
協
力
し
て
研
修
会
を

開
催
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※　
詳
し
い
活
動
内
容
、
登
録
方
法
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

体
験
受
入
れ
実
践
者
の
声

峠
さ
ん
夫
妻民

泊
「
垰た

お
ば
た
け畠

」

浜
田
市
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
に
登
録
し
た
き
っ

か
け
は
？

「
子
ど
も
交
流
事
業
」
で
受
入
れ
の
協
力
依

頼
が
あ
り
、
民
泊
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

受
入
れ
期
間
に
行
う
こ
と
は
？

畑
か
ら
収
穫
し
た
野
菜
を
使
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
調
理
を
し
ま
す
。
垰
畠
の
お

ば
あ
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
う｢

角
寿
司｣

、｢

ま

き｣

作
り
は
恒
例
の
調
理
体
験
で
す
。
子
ど
も

た
ち
は
、
我
が
家
で
作
る
豆
た
ち
が
餡
、
き
な

粉
、
豆
腐
や
味
噌
、
お
か
ら
な
ど
に
な
る
こ
と

も
知
っ
て
驚
き
ま
す
。

受
け
入
れ
て
み
て
い
か
が
で
す
か
？

子
ど
も
た
ち
と
出
会
っ
て
す
ぐ
に
打
ち
解

け
、
家
族
の
よ
う
に
過
ご
し
、
会
話
を
す
る
こ

と
が
楽
し
い
で
す
。
毎
回
、
新
し
い
出
会
い
に

喜
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
元
気
な
笑
顔

で
帰
っ
て
い
く
姿
を
見
送
る
の
も
ま
た
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。

民
泊
の
良
さ
と
は
？

い
ろ
い
ろ
な
田
舎
体
験
を
提
供
し
、
農
村
と

都
市
の
交
流
が
で
き
る
場
で
す
。
ス
ー
パ
ー
で

並
ぶ
野
菜
し
か
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
畑
も
珍
し
く
、
虫
や
蛙
を
見
つ
け
て
も
歓

声
が
あ
が
り
ま
す
。
自
然
の
恵
み
を
一
緒
に
体

感
し
、
こ
ち
ら
も
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
孫
の
た
め
に
作
っ
た
ブ
ラ
ン
コ

や
竹
馬
に
夢
中
に
な
る
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ

あ
い
も
良
い
思
い
出
で
す
。

浜
田
市
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

８
月
８
日
㈫
～
10
日
㈭
に
か
け
て
、
浜
田
地
区
広
域
行

政
組
合
が
実
施
す
る
浜
田
広
域
圏
子
ど
も
交
流
事
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
浜
田
市
・
江
津
市
の
豊
か
な
自
然
や
人

と
の
ふ
れ
あ
い
を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が｢

ふ
る
さ

と
の
魅
力｣

｢

仲
間
づ
く
り｣

｢

ふ
る
ま
い
の
大
切
さ｣

を

学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
毎
年
夏
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、

民
泊
体
験
は
今
年
で
６
回
目
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
参
加
し
た
両
市
の
小
学
校
５
・
６
年
生
33
人

が
、
金
城
町
内
の
家
庭
で
民
泊
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

民
泊
を
体
験
し
た
子
ど
も
た
ち
の
感
想	

・
い
つ
も
よ
り
た
く
さ
ん
の
種
類
の
手
伝
い
を
本
格
的
に

や
っ
た
。
普
段
や
ら
な
い
揚
げ
物
作
り
は
怖
か
っ
た
け

ど
、
作
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
こ
れ
か
ら
は
積
極
的
に

料
理
の
手
伝
い
を
し
よ
う
と
思
っ
た
。

・
仏
壇
の
線
香
を
立
て
る
灰
を
き
れ
い
に
す
る
コ
ツ
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
の
で
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
で
試
し
て

み
た
い
。

・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
収
穫
は
、
選
ぶ
の
が
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
き
れ
い
に
獲
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
。

・
自
分
た
ち
で
取
っ
た
ナ
ス
と
ピ
ー
マ
ン
と
ト
マ
ト
を

使
っ
た
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。

ま
た
民
泊
に
行
き
た
い
気
分
に
な
っ
た
。

・
民
泊
で
農
家
の
人
た
ち
と
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ
り
で
き

て
よ
か
っ
た
。
来
年
も
農
家
の
人
た
ち
と
た
く
さ
ん
お

し
ゃ
べ
り
し
た
い
。

・
お
別
れ
す
る
と
き
は
と
て
も
悲
し
か
っ
た
け
ど
、｢

こ

こ
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た｣

と
い
う
気
持
ち

だ
っ
た
。

民泊先のご家族とドキドキの対面式。民泊先１
軒につき子ども２人から３人が宿泊します。

農業体験をします。この日はぶどうの袋がけの
体験です。

民泊先のお手伝いをします。障子の張り替えを
しました。

名残惜しいですがお別れの時間です。1 泊 2
日でいろんな経験をしました。

浜
田
・
江
津
の
子
ど
も
た
ち
が

民
泊
に
や
っ
て
き
ま
し
た

自分たちで収穫した野菜でピザを作りました。
民泊先では食事の準備や片づけの手伝いはもち
ろん、布団の出し入れも自分で行います。

【問い合わせ先】
・浜田市ツーリズム協議会事務局　（☎�２９００）

　（夢の音村　森の公民館）
　ホームページ　http://www.hamada-tourism.com/
・本庁観光交流課交流企画係（☎�９５３１）
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水道メーター 水道メーター止水栓 止水栓

【問い合わせ先】
　本庁上下水道部工務課工務係　（☎�９９１０）

夜間・休日の場合
　浜田市水道事業協同組合　（☎�３７２２）

宅内の水道管が凍って破裂したときは、すぐに止水栓かバルブを閉め、水道事
業者に修理を依頼してください。

浜田市水道事業・簡易水道事業指定給水装置工事事業者一覧表
町名など 事業者名 電話 町名など 事業者名 電話

下有福町 森橋設備工事 �０２３６ 錦町

東洋設備㈲ �５２３２

大金町 新町
宇野町 さいとう設備 �００４３ 栄町
上府町 蛭子町

久代町 坂本設備 �１２５１ 京町
まつした設備 �０３６０ 真光町

国分町 ㈲能美建設 �１９３４ 清水町
下府町

山陰クボタ水道用材㈱
浜田営業所 �４１７０

瀬戸見町
桜ヶ丘 原井町

浜田ガス水道工事㈱ �０７３７

物流団地 元浜町
生湯町

大原技研㈲ �７７１０
大辻町

松原町 高田町
外ノ浦町 野原町
殿町

㈲ダイヤ環境衛生 �１１６９
三階町

高佐町 長見町
琵琶町 熱田町

イワタニ島根㈱浜田事業部 �１２５０

黒川町

㈱電設サービス �２９５４

長浜町
河内町 日脚町
櫟田原町 津摩町
後野町 田橋町
佐野町 鍋石町
宇津井町 横山町
浅井町 ㈾石見水泉社 �０７８３ 長沢町

㈱大広設備 �１７０４田町 西山団地
相生町

㈲安藤設備 �６５８７

二反田団地
竹迫町 菅原団地
杉戸町

金城町

㈲日伸水道 �１７５２
紺屋町 石州金城設備 �１７５６
朝日町 宮田建設工業㈱ �３３８８ イワタニ島根㈱グリーンガス支店 �１７７８
牛市町 ㈲中田工務店 �１２０３
天満町

㈱中島水道 �１３１５ 旭町

㈲旭設備 �００２２
片庭町 ㈱岡貞組 �１１５５
港町 ㈱山本組 �０３１１
原町 山本住設 �１０５６
瀬戸ケ島町 弥栄町 ㈾石見水泉社 �０７８３
内田町 渡辺設備 �００６４ ㈱三隅ガスセンター �１０３４
内村町

三隅町

㈱三隅ガスセンター �１０３４
穂出町 金高設備 080－５７５9－9624 ヤマオカ設備 �１７１７
吉地町 三隅住設 �０７２５
折居町 ㈲ガット �０９９２ 第一建設工業㈱ �０１２４
西村町 河野建設㈱ �１１２１
笠柄町

シンセイ技研㈱
浜田営業所 �８５６６

豊生建設㈱ �２３５４
周布町 きがるに芳さん 080－630７－9５34
治和町

ぬるま湯

水道管や蛇口は、気温がマイナスになると凍ったり、破裂したりすることがあり
ます。特に、次のようなところにある水道には必ず防寒をしましょう。

北向きのところ　　　 風当たりの強いところ　　　 家の外にある水道管

家の周りを確認

凍った部分にタオルなどの布をかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯をかけて
溶かしましょう。

急に熱湯をかけると破裂することがありますので注意してください。

凍って水が出ないとき

保温材を巻く。蛇口は破裂しやすいので、上まで完全に包む。
布で保温する場合は、ビニールなどを上から巻いて濡れないようにする。
特に朝の冷え込みが予想されるようなときには、風呂の蛇口を少し開けておく。

蛇口や水道管の防寒の仕方

　水道メーターが家のどこにあるのか、止水栓がどれなのか確認しておきましょう。
止水栓の場所を確認

蛇口は布でしっかり防寒を水道管は保温材で防寒を

水道管が破裂したとき 水道管の
凍結・破裂 を

防ぎましょう
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全国大会出場
おめでとうございます

　現在、国民健康保険は市町村
単位で運営していますが、国保
財政の安定化のため平成30年度
からはその運営に都道府県も加
わります。

変わること
平成30年度から、被保険者証の有効期間が後期高齢
者医療の被保険者証と同じ（８月１日～翌年７月31
日）になります。
　これに伴い、有効期間が平成30年４月１日から７
月31日までの被保険者証を平成30年３月中旬に送付
します。有効期間が平成30年８月１日からの被保険
者証は、平成30年７月中旬に送付する予定です。

特別な手続は必要ありません
　加入・脱退などの届出や各種申請、国民健康保険
料の納付相談などは、これまでどおり浜田市の担当
窓口で受付します。

国民健康保険料
　これまでは市町村が個別に給付費を推計し、保険
料負担額を決定してきましたが、今後は島根県に納
付金を納めるため、島根県の示す標準保険料率など
を参考に、保険料率を定め、賦課・徴収を行います。

そのほか
高齢受給者証
　７0歳以上の被保険者に交付する高齢受給
者証は、平成30年８月から国民健康保険被
保険者証と一体化しますので、別々に保管
する必要がなくなります。
転居した場合
　平成30年度から、島根県内の他市町村に
転居した場合でも、転居前と同じ世帯であ
ることが認められるときは、高額療養費の
上限額支払回数のカウントが通算され、こ
れまでのようにリセットされることはあり
ません。

問い合わせ先　本庁医療保険課国保係
（☎�９４１０）

　安全で安心な冬を過ごすため、道路除雪は市
民の皆さんのご理解とご協力が必要となりま
す。除雪作業の効率と効果を高めるため、ま
た、道路交通や除排雪作業の安全を確保するた
め、次の点についてご理解とご協力をお願いし
ます。 
⑴　車道に雪を出さないでください。 
⑵　ご自宅の出入口の除雪は皆さんで行ってく

ださい。
⑶　車道や歩道上に物を置かないでください。
⑷　除雪車の周りに近づかないでください。
⑸　路上駐車をしないでください。

⑹　道路除雪時の通行規制にご理解とご協力を
お願いします。

⑺　樹木の所有者は、道路に張り出した枝の剪
定などの管理をお願いします。 

※　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
ご不明な点はお問い合わせください。

問い合わせ先
・本庁維持管理課維持係

（☎�９６２１） 
・各支所産業建設課

平成29年度教育委員会
ボランティア表彰

　会議の傍聴は、当日議会事務局で受け
付けています。
　なお、各委員会及び全員協議会の傍聴
は、会場の都合により７人までの人数制
限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時か
らですが、変更になる場合がありますの
で事前にお問い合わせください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題
は、事前に市議会ホームページ「会議日
程議案等・結果」に掲載しますのでご覧
ください。
問い合わせ先　

議会事務局（☎�９８００）

会期　12月１日㈮～19日㈫（19日間）
12月１日㈮　本会議　開会　市長所信表明

提案説明　 （全員協議会）
４日㈪　本会議　個人一般質問
５日㈫　本会議　個人一般質問
６日㈬　本会議　個人一般質問
７日㈭　本会議　個人一般質問
８日㈮　本会議　議案質疑  
11日㈪　総務文教委員会
12日㈫　福祉環境委員会
13日㈬　産業建設委員会
14日㈭　予算決算委員会
1５日㈮　予算決算委員会
19日㈫　本会議　委員長報告　採決　閉会

（全員協議会）議会運営委員会

　各種の全国大会に出場される皆さんを激励しました。出場
報告のため市役所を訪問された皆さんをご紹介します。

朝付拓也さん
（浜田ろう学校高等部３年）

　子ども見守り活動や犯罪の未然防止に配慮した活動、
健全育成活動などを行っている団体及び個人を対象とし
た表彰です。今年度は、個人３人を表彰しました。
　継続的に地域の子どもたちを温かく見守り、育ててい
ただいていることに深く感謝申し上げます。
被表彰者（順不同）
　浜田　豊　さん（治和町）
　釜江　靖彦さん（治和町）
　松浦　洋子さん（津摩町）
活動場所　周布小学校区内
活動内容　登下校の見守り活動、あいさつ運動
問い合わせ先　本庁学校教育課内　子ども安全センター

（☎�０９８５）

岡本亮太郎さん
（三隅中１年）

牛尾結香さん
（浜田東中３年）

拝上芽生さん
（浜田東中３年）

尾㟢千里さん
（浜田東中２年）

受賞者と
関係者の皆さん

表彰式の様子

ベスト８

平成30年４月から
国民健康保険制度が変わります

道路の除雪にご協力をお願いします

12月浜田市議会定例会日程（予定）

全国聾学校卓球大会愛媛大会
（愛媛県：11月３日～５日）

ジュニアオリンピック陸上競技大会
（神奈川県：10月27日～29日）
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燃やせるごみの減量のポイントを紹介します

　式典・参加者全員での記念撮影などを
行います。
対象　平成９年４月２日から平成10年４

月１日までに生まれた次に該当する人
・浜田市（浜田・金城・旭・弥栄・三隅）

出身で、現在浜田市に住んでいる人
・浜田市出身で、現在市外に住んでいる

人
・浜田市出身ではないが、現在浜田市に

住んでいる人
日時　平成30年１月３日㈬
受付　午後０時30分～
式典　午後１時1５分～４時（予定）
場所　石央文化ホール
※　個人あての案内は

していません。
※　新成人の家族も入

場できます。
問い合わせ先　

本庁生涯学習課
生涯学習係
(☎�９７２０)

　12月29日㈮から平成30年１月３日㈬まで市役
所は休みとなります。
問い合わせ先

本庁総務課総務管理係（☎�９１１０）

　美川公民館及び同館行政窓口は、地区行事準
備のため次のとおり休館します。
休館日　12月28日㈭　
問い合わせ先

本庁総合窓口課総合窓口係（☎�９４００）

　資源とならないプラスチック類の分別が「燃やせないごみ」から「燃やせるご
み」に変更となり、家庭からの燃やせるごみの量が増えることが予想されます。
　次のポイントを実行して、燃やせるごみの量を減らしましょう。ごみの減量に、
皆さんのご理解・ご協力をお願いします。
問い合わせ先　本庁環境課リサイクル推進係（☎�９４３０）

　「雑がみ」は、古紙の日に出すことができ
ます。「雑がみ」を古紙にすることで、燃や
せるごみの減量効果が期待できます。
「雑がみ」とは
・お菓子の空き箱・はがき・封筒など　　
※　「雑がみ」に関するチラシを「広報はま

だ12月号」と一緒に配布しています。詳し
くはチラシ又は市ホームページをご覧くだ
さい。

　浜田市の生ごみのうち約８割は水分です。
生ごみの水切りにより、嫌な臭いを減らし、
ごみを軽くしましょう。
・野菜の皮などは、水に濡らさないようにし

ましょう。
・お茶がらやティーバッグは、水気をしぼり

乾かしましょう。
・ごみ出しの前にたまった水分をひとしぼり

しましょう。　

　年末年始は、コンビニに設置してあるマルチ
コピー機からの証明書発行は利用できませんの
で、ご注意ください。
休止期間　12月29日㈮～平成30年１月３日㈬
問い合わせ先

本庁総合窓口課総合窓口係（☎�９４００）

⑴　給与の状況（平成28年度決算） （単位：千円）

給料 職員手当 期末・勤勉
手当 計 １人あたり

給与費
39,896 ５,2７0 1５,７48 60,914 6,７68

※　職員手当には、退職手当は含んでいません。
⑵　職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況

（平成28年４月１日現在）

平均年齢 平均給料月額 
（基本給）

平均給与月額 
（基本給＋諸手当）

５1.10歳 368,912円 423,５00円
⑶　一般行政職の初任者の状況（平成28年４月１日現在）

区分 高校卒 大学卒
浜田地区広域

行政組合 一般行政職 144,600円 166,100円

国の制度 一般行政職 144,600円 1７6,７00円

⑵　期末・勤勉手当（平成28年度支給割合）

区　分 浜田地区広域行政組合 国
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.20月分 0.80月分 1.22５月分 0.80月分
12月期 1.3５月分 0.80月分 1.3７５月分 0.80月分

計 2.５５月分 1.60月分 2.60月分 1.60月分
加算措置 有（職制上の段階・職務の級等による加算措置５～1５％）

⑴　退職手当（平成28年４月１日現在）

区　分 浜田地区広域行政組合 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.44５月分 2５.５５62５月分

同じ勤続2５年 29.14５月分 34.５82５月分
勤続3５年 41.32５月分 49.５9月分

最高限度額 49.５9月分 49.５9月分

加算措置 定年前早期退職・早期勧奨特
例措置（２％～30％加算）

定年前早期退職特例措
置（２％～4５％加算）

⑶　扶養手当
浜田地区広域行政組合の内容（月額） 国

配偶者 13,000円

同じ
配偶者のいない職員の場合の
扶養親族のうちの１人 11,000円

そのほかの扶養親族 6,５00円

満16歳年度初めから満22歳年度末
までの間にある子１人につき加算 ５,000円

　浜田地区広域行政組合職員の給与は、浜田市の条例
を準用する条例、規則などで定められています。市民
の皆さんに給与の状況などを知ってもらうために、次
のとおり公表します。

⑷　通勤手当
浜田地区広域行政組合の内容（月額） 国
交通機関利用者

（最高支給限度額） ５５,000円 ５５,000円

自動車使用者
（２㎞～５4㎞以上） 2,100円～29,５00円 ２㎞～60㎞以上

の 区 分 で2,000
円～31,600円の
範囲内で支給

自動二輪車使用者
（２㎞～５0㎞以上） 1,400円～2５,５00円

※　原動機付自転車及び自転車使用者は、自動二輪車使
用者と同様です。

⑸　住居手当
浜田地区広域行政組合の内容（月額） 国

借家・借屋
居住者

月額12,000円を超す家賃を支
払 っ て い る 人 に 対 し て 月 額
2７,000円を限度に支給

同じ

⑹　管理職手当
浜田地区広域行政組合の内容（月額） 国
局長 66,400円 俸給の特別調整額

（46,300円～139,300円）課長級 41,600円
⑺　特殊勤務手当（１回につき）

危険物取扱手当 ７0円 ※　著しく危険・不快・不
健康又は困難な勤務でそ
の特殊性に応じて支給危険作業従事手当 300円

平成28年度　浜田地区広域行政組合決算総括表 （単位：円）
会計別 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 差引残額（※）

※　残額は、繰越金とし
て翌年度の事業に充て
られます。

一般会計 1,241,900,000　 1,243,203,68７　 1,230,216,388 12,98７,299
介護保険特別会計 11,７01,393,000　 11,７86,606,6５4　 11,５36,030,84５ 2５0,５７５,809

合　計 12,943,293,000　 13,029,810,341 12,７66,24７,233 263,５63,108

一般会計の決算状況
歳入 （単位：千円）
区分 決算額

分担金及び負担金 1,10７,2７9
使用料及び手数料 ７５,1５2

国庫支出金 9,７７７
県支出金 ５,06５
財産収入 2５1
繰入金 11,822
繰越金 ５,3７2
諸収入 28,48５

歳入合計 1,243,203

歳出 （単位：千円）
区分 決算額

議会費 362
総務費 66,42７
民生費 19,５５５
衛生費 6７2,422
公債費 4７1,4５0　
予備費 0

歳出合計 1,230,216

介護保険特別会計の決算状況
歳入 （単位：千円）
区分 決算額

保険料 2,19７,9７9
分担金及び負担金 1,6７0,21７
使用料及び手数料 214

国庫支出金 3,00５,５38
支払基金交付金 3,103,9５５

県支出金 1,6５５,966
財産収入 46
繰入金 19,５５５
繰越金 132,990
諸収入 14７

歳入合計 11,７86,60７

歳出 （単位：千円）
区分 決算額

総務費 249,５41
保険給付費 10,828,189

財政安定化基金拠出金 0　
地域支援事業費 344,７33

基金積立金 46
公債費 0　

諸支出金 113,５22
歳出合計 11,５36,031

浜田地区広域行政組合総務課総務係
（☎０８５５�５０８２）

浜田地区広域行政組合総務課総務係
（☎０８５５�５０８２）

浜田市成人式を開催します年末年始の市役所お休みのお知らせ

美川公民館休館のお知らせ

●「雑がみ」のリサイクル ●生ごみの水切り

年末年始は
コンビニでの証明書交付を休止します

平成30年４月１日からごみの分別方法が変わります

平成28年度浜田地区広域行政組合職員の給与などの状況

１　職員の給与の状況

２　職員手当の状況

浜田地区広域行政組合 平成28年度決算の状況
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一本一本丁寧に

人気キャラクターのステージショーは大にぎわい

キャンドルを灯し安全と安心の祈りをささげる

田ばやしが上演されている様子

　10月28日㈯、森づくりは海づくり㏌浜田が国府小学校周辺で
行われました。これは、森林と海は深く関わり合い、緑豊かな
森づくりが良好な漁場づくりにつながっていくことを知っても
らおうと、漁業・林業関係者が作る実行委員会が企画したもの
で、植樹と海岸清掃を行いました。
　当日は、森の働きについて学んだ後に、将来防風林になるよ
うにマツの苗木1000本を国府小学校の海側付近に植えました。
植樹に参加した児童は、「植えるのが難しかった。大きくなっ
てくれるとうれしい」と話していました。

　10月28日㈯、しまね子育てフェス㏌いわみがふれあいジム・
かなぎで行われました。この催しは、子育て世代に向けた情報
発信と子どもたちの遊び場の提供を目的に企画されたものです。
　会場では、人気アニメキャラクターのステージショーや子育
てセミナーなど多彩なイベントが行われ、家族連れなど約８千
人の来場者でにぎわいました。来場者は、「人の多さに驚いた
が、ステージショーなど子どもたちはとても喜んでいた。今後
も子育てを応援するようなイベントを開催してほしい」と笑顔
で話していました。

　10月22日㈰、室谷の棚田まつりが三隅町室谷地区で開催さ
れ、雨の降るあいにくの天候でしたが約300人の来場者でにぎ
わいました。
　当日は、室谷産の米を両手ですくい取る恒例の「棚田米すく
い」や、地元の農産物、室谷にゆかりのあるヨシタケコーヒー
の販売が行われました。また、会場の室谷塾とその周辺では、
棚田の四季写真展が開かれたほか、田ばやしなどが上演されま
した。稲刈りが終わった田んぼでは、プロ野球選手に似せたユ
ニークなかかしなどが並べられ、訪れた人を楽しませました。

　10月26日㈭、浜田市安全安心まちづくり推進大会が、島根県
立大学浜田キャンパスで開催されました。これは、防犯意識を
高めるとともに、平岡都さんの追悼と事件を風化させないこと
を目的に行われたものです。
　大会では、防犯功労表彰や県立大学防犯サークルSCOTの
活動報告が行われました。その後、「はまだ灯

ともし

201７」が行われ
1200本のキャンドルの明かりの中、学生代表の谷さんが「事件
が解決したからといって活動が終わるものではない」と話され
ました。

　第30回を記念して、保育園児の鼓笛隊による
オープニングが行われました。石見神楽共演大
会やあんこう解体ショー、地区まちづくり委員
会や町内事業所による販売・展示会、ステージ
イベントなどが行われ来場者は祭りを楽しみま
した。

　弥栄で収穫された新米をはじめ、自慢の農産物や加工品などが販売され、多くの
来場者でにぎわいました。ステージでは中学生による和太鼓や保育園児・小学生に
よる子供神楽、よさこいやダンスなどのアトラクションも行われ大盛況でした。

　ときおり雨が降るあいにくの天候でしたが、
来場者は熱々の大鍋を食べて体を温めました。
また、Sea- １グルメフェスティバルやBUY浜
田運動の啓発標語の表彰式、多彩なステージイ
ベントなどで祭りを楽しみました。

くもぎ保育園の園児による鼓笛隊でオープニング大盛況のお楽しみ抽選会

今年のSea-1グルメフェスティバルグランプリは、
浜田水産高校のカフェかれいバーガー

←各まちづくり委員会による出店

金城自治区全神楽社中の共演

集落ごとに自慢の農産物や加工品を販売

紙飛行機の飛距離を競う

品評会で受賞した白菜

BUY浜田運動の啓発標語表彰式

熱々の大鍋を召し上がれ

←保育園児による石見神楽の上演

みんなで仲良くいただきます

秋の棚田を楽しむ
～　室谷の棚田まつり　～

みすみ

かなぎ子育て家族が大集合
～　しまね子育てフェス㏌いわみ　～

木を育て海を豊かに
～　森づくりは海づくり㏌浜田　～

はまだ

風化させない取組を
～　浜田市安全安心まちづくり推進大会　～

はまだ

秋のイベント大盛況（はまだ・かなぎ・やさか編）
はまだ
11月４日㈯

BB大鍋フェスティバル
（しまねお魚センター周辺特設会場）

やさか
11月３日㈷

第30回弥栄産業まつり
（市役所弥栄支所イベント広場前）

かなぎ
11月４日㈯・５日㈰

第30回さざんか祭り
（ふれあいジム・かなぎ）

♥Town Topics まちのわだい
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地元野菜を使った自慢の料理を召し上がれ

「ケツ圧測定」で競い合う参加者

未就学児も家族と一緒に競技

作品を楽しむ来場者

　10月11日㈬、農家レストラン「よっちゃん菜」が開催されま
した。これは、地元の野菜などを定期的に販売し地域の活性化
を図る活動の一環として、ＪＡしまねいわみ中央女性部弥栄の
メンバーが、自慢の料理を作り１日限定のレストランを開いた
ものです。
　当日は、弥栄で採れたさつまいもやそうめんうりなどの野菜
をふんだんに使い、南蛮漬けや白和えなど1７品のメニューが
テーブルに並びました。おいしいと何度もおかわりをする人も
おり、来場者は弥栄の味覚に舌鼓を打ちました。

　10月１日㈰、黒沢公民館地域民大運動会が行われました。こ
の催しは、地域住民が集まり触れ合える場を作ろうと同実行委
員会が企画したもので、約1５0人が参加し、白組と赤組に分か
れて競いました。
　当日は、保育園児から80歳代の人まで参加した「紅白年齢別
リレー」や自ら膨らませた風船を割る「ケツ圧測定」といった
ユニークで、誰もが参加しやすく工夫された種目が行われまし
た。また、浜田ＰＲ大使の山崎ていじさんが飛び入りで参加す
る一幕もあり、会場は歓声に包まれていました。

　９月30日㈯～10月９日㈷、浜田市美術展を浜田市世界こども
美術館で開催しました。これは、美術についての関心を深め、
芸術文化創造の意識を高めることを目的に毎年開催されている
ものです。
　会場には、書や絵画、写真などの７部門に市民の皆さんから
応募のあった作品210点と審査員及び招待作家の作品５0点が展
示され、多くの来場者の目を楽しませました。また、10月７日
㈯には、表彰式を行い、各部門ごとに選ばれた特別賞受賞者な
ど22人に賞状を授与しました。

　10月１日㈰、今市地区親睦体育大会が旭公園市民体育館で開
催されました。これは、今市公民館と四つ葉振興会が「手をつ
なぎ　心をつなぎ　今日も楽しく」をスローガンに企画したも
ので、今年で５6回目となります。
　当日は、地域住民が集い、６チームでパン食い競争や３人４
脚リレーなど12の趣向を凝らした競技を楽しみました。また、
未就学児童にお菓子や風船がもらえる「お土産ちょうだい」な
どもあり、会場には参加した子どもから高齢者まで多くの人の
歓声や笑いが響いていました。

蔦縄を引っ張り石を持ち上げ落として土を固める

急いで！　棒と毛布を使って担架づくり

目の前で舞う大迫力の大蛇

昆虫の生態などについて講演する養老孟司さん

　10月21日㈯、第10回岡本甚左衛門ウォーキング大会201７が開
催され、約90人が参加しました。これは、江戸時代に親子三代
にわたり雲城地区に新田を開拓した功労者「岡本甚左衛門」に
ついて学びながら、6.５㎞のコースをウォーキングするものです。
　コースの各ポイントでは、地元ボランティアと金城中学校の
生徒から岡本甚左衛門の偉業について話を聴いたり、開拓当時
に石を使って行われた土を固める方法を体験したりしました。
参加者は「地域の人や中学生の説明で楽しくウォーキングでき
た。来年も参加したい」と話していました。

　10月21日㈯、杵束地区大運動会が弥栄中学校体育館で開催さ
れました。これは、杵束地区の住民たちの交流・懇親と地域の
みんなで防災について考えてもらう機会になればと杵束まちづ
くり推進委員会が企画したものです。
　参加者は、毛布で担架を作り人形を運んだり、防災〇×クイ
ズなど子どもから高齢者までが楽しく参加できるように工夫さ
れた競技に、大いに盛り上がりました。また、段ボールの簡易
トイレやベッドの組立体験、高齢者疑似体験装具を装着しての
避難訓練などもあり、楽しく防災について学びました。

　９月９日㈯～11月18日㈯の毎週土曜日、旭温泉湯ったり神楽
が旭温泉あさひ荘で行われました。この催しは、温泉に訪れた
人に石見神楽を楽しんでもらおうと、旭自治区内の11の神楽社
中が週替わりで上演するイベントです。
　10月21日㈯には、重富神楽社中による八幡と大蛇が上演さ
れ、来場者は目の前の迫力ある舞に見入っていました。演目の
間には神楽で使用する御幣や鬼棒のプレゼント、終了後には神
楽衣装の試着体験もあり、来場者は思う存分石見神楽を楽しみ
ました。

　10月16日㈪、妖精の守人プロジェクト設立記念講演会がふれ
あいジム・かなぎで開催されました。この講演会は、プロジェ
クトの気運を高めようと、しまねレッドデータブック絶滅危惧
Ⅱ種に指定されているハッチョウトンボの生息地を保全してい
る住民有志で構成する団体が企画したものです。
　講演では、東京大学名誉教授の養老孟司さんが自然環境の大
切さや昆虫の生態などについて話されました。また、浜田高校
や雲城小学校のハッチョウトンボの研究成果や観察記録などの
展示もあり、来場者は興味深く見入っていました。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

芸術の秋 力作を展示
～　浜田市美術展　～

はまだ

みすみみんなが触れ合う運動会
～　黒沢公民館地域民大運動会　～

食べによっちゃん菜
さ い

～　農家レストラン　～
やさか

体育大会で地域の団結強める
～　今市地区親睦体育大会　～

あさひ

中学生と地元の人が偉人の足跡を紹介
～　第10回岡本甚左衛門ウォーキング大会2017　～

かなぎ

防災を学びながら運動会
～　杵束地区大運動会　～

やさか

勇壮華麗な旭の舞
～　旭温泉湯ったり神楽　～

あさひ

自然から学ぶことの大切さ
～　妖精の守人プロジェクト設立記念講演会　～

かなぎ
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身
分
証
明
書
と
し
て
も

使
用
で
き
、
年
金
や
税
の
手
続
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
求
め
ら
れ
た
際

に
カ
ー
ド
１
枚
で
手
続
が
可
能
で

す
。
住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明

書
、
所
得
・
課
税
証
明
書
が
コ
ン

ビ
ニ
で
取
得
で
き
、
確
定
申
告
な

ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
る

機
能
が
つ
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
２　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
つ
と
個
人
情
報
が
も
れ
た
り
し

ま
せ
ん
か
？

　

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
利
用
に
は
パ
ス

ワ
ー
ド
が
必
要
で
、
税
や
年
金
な

ど
の
個
人
情
報
は
入
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
顔
写
真
付
き
な
の
で

他
人
が
な
り
す
ま
し
て
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
様
々
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
よ
り
、
万
が

一
紛
失
し
て
も
他
人
が
悪
用
す
る

の
は
困
難
な
仕
組
み
と
な
っ
て
お

り
、
３
６
５
日
・
24
時
間
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
が
対
応
し
、
機
能
を

停
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

（
☎
�
９
４
０
０
）

　
冬
の
道
路
は
、
積
雪
や
凍
結
し

て
い
る
場
所
が
ど
こ
に
あ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
早
め
の
冬
用
タ
イ

ヤ
の
装
着
や
チ
ェ
ー
ン
の
携
行
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
道
路
情
報
を
国
土
交
通
省
浜
田

河
川
国
道
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
提
供
し
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.cgr.m

lit.go.jp/
ham

ada/

問
い
合
わ
せ
先　

国
道
９
号
の
江
津
市
か
ら
浜
田
市

に
つ
い
て
は

・
国
土
交
通
省
浜
田
河
川
国
道
事

務
所
浜
田
国
道
維
持
出
張
所

（
☎
�
１
１
３
３
）

国
道
９
号
の
益
田
市
か
ら
津
和
野

町
・
国
道
１
９
１
号
の
山
口
県
境

か
ら
益
田
市
国
９
号
交
差
点
ま
で

に
つ
い
て
は

・
国
土
交
通
省
浜
田
河
川
国
道
事

務
所
益
田
国
道
維
持
出
張
所

（
☎
０
８
５
６
�
１
４
１
５
）

　
環
境
省
で
は
、
国
内
に
あ
る
象

牙
の
在
庫
の
把
握
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
所
持
し
て
い
る
だ
け
で
あ
れ
ば

違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登
録

さ
れ
て
い
な
い
象
牙
を
売
っ
た
り

あ
げ
た
り
す
る
の
は
違
法
で
す
。

未
登
録
の
象
牙
の
所
有
者
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
所
有
者

死
亡
に
よ
る
近
親
者
へ
の
相
続
は

違
法
に
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

そ
の
後
販
売
な
ど
を
す
る
場
合
に

は
あ
ら
か
じ
め
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
対
象　
全
形
を
保
持
し
た
象

牙
の
み

登
録
対
象
外　
印
鑑
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
な
ど
に
加
工
さ
れ
た
象
牙

商
品

※　
象
牙
以
外
の
国
際
希
少
野
生

動
植
物
種
の
登
録
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

象
牙
在
庫
把
握
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
務
局
（
☎
０
３
‐
６
６
５
９

‐
４
６
６
０
）（
土
日
祝
日
を

除
く
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

有
の
交
通
事
故
防
止
に
務
め
ま

し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は

・
上
向
き
ラ
イ
ト
の
有
効
活
用

・
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
・
飲
酒
運
転
の
絶
無

・
冬
用
タ
イ
ヤ
の
早
期
装
着

・
安
全
速
度
や
車
間
距
離
の
保
持

な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

の
遵
守

歩
行
者
や
自
転
車
を
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ん
は

・
夜
光
反
射
材
の
着
用

・
自
転
車
の
ラ
イ
ト
点
灯

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　
12
月
11
日
㈪
か
ら
31
日
㈰
ま
で

の
21
日
間
「
年
末
の
交
通
事
故
防

止
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
に
か
け
て
、
忘
年
会
な
ど

で
飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
か

ら
、
飲
酒
運
転
や
飲
酒
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
年
末
特
有
の
慌
た
だ
し

さ
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
気
持
ち

の
焦
り
に
よ
り
、
運
転
時
の
集
中

力
の
欠
如
が
原
因
の
交
通
事
故
の

増
加
や
、
降
雪
・
積
雪
・
路
面
凍

結
な
ど
道
路
環
境
の
悪
化
に
よ
る

重
大
事
故
の
発
生
も
増
加
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
例
年
、
年
末
か
ら
年
始

に
か
け
て
は
、
交
通
死
亡
事
故
が

多
く
な
る
傾
向
と
な
り
ま
す
。

　
次
の
こ
と
を
徹
底
し
、
年
末
特

　
島
根
県
統
計
協
会
及
び
市
で
は
、

毎
年「
島
根
県
民
手
帳
」を
発
刊・

販
売
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

２
０
１
８
年
版
の
島
根
県
民
手
帳

を
発
刊
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
こ
の
手
帳
は
、予
定
表
の
ほ
か
、

県
内
の
主
要
統
計
デ
ー
タ
や
県
内

の
お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

便
利
な
資
料
を
掲
載
し
た
、
ハ
ン

デ
ィ
タ
イ
プ
で
使
い
や
す
い
手
帳

と
な
っ
て
い
ま
す
。

価
格　
１
冊
５
５
０
円

※　
平
成
30
年
１
月
末
ま
で
市
役

所
総
合
窓
口
課
及
び
各
支
所
防

災
自
治
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
情
報
政
策
課
統
計
企
画
係

（
☎
�
９
１
２
０
）

　
ご
み
処
理
場
・
し
尿
の
汲
み
取

り
業
務
の
休
業
日
は
、
次
の
と
お

し尿の汲み取り
業者名 申込期間など

浜
田

㈲浜田浄化
センター

電話で申し込む地区
早めに申し込んでください。

休業日
12月31日㈰～平成30年１月５日㈮

門田産業㈲
電話で申し込む地区

汲み取り日の２日前まで
休業日

12月30日㈯～平成30年１月３日㈬

金
城
・
旭 ㈲江津衛生

公社

12月の汲み取り　12月５日㈫まで
１月の汲み取り　12月29日㈮まで
休業日
　12月30日㈯～平成30年１月４日㈭

弥
栄

12月の汲み取り　12月６日㈬まで
１月の汲み取り　12月29日㈮まで
休業日
　12月30日㈯～平成30年１月４日㈭

三
隅

㈲石見環境
整備

申込み　汲み取り日の３日前まで
休業日
　12月31日㈰～平成30年１月３日㈬

ごみ処理場
処理場名 休業日

エコクリーンセンター
（江津市波子町）
【燃やせるごみ・燃やせる粗
大ごみ】

12月30日㈯～
　平成30年１月３日㈬不燃ごみ処理場（生湯町）

【燃やせないごみ・燃やせな
い粗大ごみ・古紙】
石央リサイクルセンター（生湯町）
【ペット・プラ、かん、びん】

り
で
す
。
年
末
年
始
は
、
大
変
込

み
合
い
ま
す
。
早
め
に
搬
入
し
ま

し
ょ
う
。

不
燃
ご
み
処
理
場
の
年
末
特
別
開

場
（
12
月
29
日
㈮
）
は
、
大
変
込

み
合
い
ま
す
。

　
例
年
、
待
ち
時
間
が
１
時
間
を

越
え
る
場
合
も
あ
り
、
付
近
の
道

路
が
渋
滞
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ご
み
の
搬
入
は
早
め
に
計
画

し
、
で
き
る
だ
け
年
末
を
避
け
て

の
搬
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

の
ご
み
の
出
し
方
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

早
め
の
冬
用
タ
イ
ヤ
装
着
や

チ
ェ
ー
ン
の
携
行
を
お
願
い

し
ま
す

ご
自
宅
に
未
登
録
の
象
牙

は
あ
り
ま
せ
ん
か

安
全
安
心

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す

生
活
・
環
境

２
０
１
８
年
版
島
根
県
民

手
帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

年
末
年
始
の
ご
み
処
理
場
、

し
尿
収
集
業
務
休
業
日
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
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♣ 施設の状況
【認可保育所】　　　　　　平成29年10月１日現在

施設名 所在地 定員
(人) 開所時間

私
立

ちどり保育所 松原町 60 ７:10～19:4５
浜田ひかり保育所 原町 90 ７:00～19:00
聖バルナバ保育園 浅井町 90 ７:10～19:10
みなと保育園 港町 160 ７:00～20:00
美川保育園 内村町 ７0 ７:10～19:10
周布保育園 周布町 60 ７:1５～18:4５
長沢保育園 長沢町 120 ７:00～19:00
つくし保育園 佐野町 20 ７:1５～18:4５
れんげ保育園 熱田町 60 ７:10～19:10
あおい保育園 大辻町 90 ７:1５～19:00
みのり保育園 相生町 90 ７:1５～19:1５
有福保育園 下有福町 30 ７:00～19:00
ちどり第２保育所 長浜町 ５0 ７:10～19:4５
うみかぜ保育園 久代町 120 ７:00～20:00
上府保育園 上府町 60 ７:1５～19:1５
みのり第２保育園 相生町 ７５ ７:1５～19:1５
今福保育園 金城町今福 40 ７:00～19:00
くもぎ保育園 金城町七条 90 ７:1５～18:4５
波佐保育園 金城町波佐 20 ７:1５～18:4５
おぐに保育園 金城町小国 30 ７:00～18:30
安城保育園 弥栄町長安本郷 20 ７:10～18:５0
杵束保育園 弥栄町木都賀 20 ７:10～18:５0
三保保育園 三隅町湊浦 4５ ７:20～18:30
三隅保育所 三隅町向野田 80 ７:20～18:５0
岡見保育所 三隅町岡見 40 ７:20～18:５0

【認定こども園】

施設名 所在地 定員
(人) 開所時間

私
立

日脚保育園 日脚町 130 ７:00～19:00
こくふ子ども園 国分町 130 ７:00～19:00
あさひ子ども園 旭町丸原 90 ７:1５～19:1５

※　定員や開所時間は、変更になる場合があります。

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

コラムコラム子育て

※　
平
成
29
年
１
月
１
日
の
住
所

が
浜
田
市
以
外
の
人
は
保
護
者

の
平
成
29
年
度
市
町
村
民
税
所

得
課
税
証
明
書
も
必
要
で
す
。

※　
日
脚
保
育
園
・
あ
さ
ひ
子
ど

も
園
へ
の
入
所
に
つ
い
て
は
、

直
接
当
該
施
設
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
認
定
こ
ど
も
園
日
脚
保
育
園

（
☎
�
１
０
６
４
）

・
認
定
こ
ど
も
園
あ
さ
ひ
子
ど
も

園
（
☎
�
８
１
８
１
）

　
産
後
休
暇
・
育
児
休
業
が
終
了

し
職
場
復
帰
す
る
人
を
事
前
に
把

握
す
る
こ
と
で
、
保
育
所
（
園
）

の
受
入
体
制
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、入
所
希
望
調
査
を
行
い
ま
す
。

対
象　
保
護
者
（
父
母
）
が
、
平

成
30
年
５
月
か
ら
平
成
31
年
３

月
ま
で
の
間
に
産
後
休
暇
・
育

児
休
業
が
終
了
し
職
場
復
帰
す

る
世
帯
の
う
ち
、
平
成
30
年
５

月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で
の

間
に
入
所
を
希
望
す
る
世
帯
で

平
成
30
年
度
０
歳
児
ク
ラ
ス
の

児
童

※　
平
成
29
年
４
月
２
日
生
ま
れ

以
降
で
、
希
望
調
査
票
提
出
時

点
で
出
生
前
も
含
み
ま
す
。

※　

０
歳
児
と
兄
弟
同
時
入
所
で

の
１
歳
児
以
上
の
兄
姉
も
対
象

と
し
ま
す
。

提
出
期
間　
12
月
１
日
㈮
～
平
成

30
年
３
月
９
日
㈮

提
出
方
法　
希
望
調
査
票
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
復
帰
者
の

復
帰
日
が
分
か
る
書
類
（
就
労

証
明
書
な
ど
）
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　
調
査
票
は
、
市
役
所
子
育
て

支
援
課
及
び
各
支
所
市
民
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
。

※　
提
出
時
点
で
、
入
所
希
望
児

童
が
出
生
前
の
場
合
は
、
母
子

手
帳
（
写
）
が
必
要
で
す
。

※　
日
脚
保
育
園
・
あ
さ
ひ
子
ど

も
園
に
入
所
を
希
望
す
る
人

は
、
調
査
票
を
直
接
当
該
施
設

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

・
認
定
こ
ど
も
園
日
脚
保
育
園

（
☎
�
１
０
６
４
）

・
認
定
こ
ど
も
園
あ
さ
ひ
子
ど
も

園
（
☎
�
８
１
８
１
）

　次の４点に気を付け、赤ちゃんの転落・転倒
の事故を防ぎましょう。

①寝返りによる転落
　寝返りをうつようになるとベビーベッドや
ソファなどから転落する事故が多くなります。
ベッドから離れるときは必ず柵を立て、スライ
ド式の場合は一番上まで上げ、ソファには寝か
せないようにしましょう。また、転落してもケ
ガのないよう床に座ぶとんなどを敷いておきま
しょう。

②階段や窓からの転落
　ハイハイができるようになると、階段や窓か
らの転落やベランダの柵の間からすり抜け転落
することがあります。階段にはベビーガードを
取り付けましょう。また、ベランダや階段、窓
の近くには、踏み台になるものを置かないよう
にしましょう。

③ベビーカーからの転落

　ベビーカーや子ども用ハイチェアは、赤ちゃ
んが活発に動くと転落することがあります。安

全ベルトを必ず着用し、赤ちゃんを一人で座
らせたままにしないようにしましょう。

④歯ブラシの事故
　歯ブラシを口にくわえたまま転倒し、口腔
内に傷を負う事故が多くなっています。歯ブ
ラシや箸、フォークなどを口にくわえたり、
手に持ったままの状態で歩かせないようにし
ましょう。

赤ちゃんが転落・転倒してしまった場合は
　いつまでも不機嫌な状態が続くようなとき
には、病院に行きましょう。また、頭を打っ
たときには、遅れて症状が出ることがありま
す。１～２日の間は安静に過ごし、体調の変
化に気を付けましょう。

（弥栄支所　市民福祉課）

　
平
成
29
・
30
年
度
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
の
追
加
審
査
を
行

い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
に
市
が
発
注
す
る

建
設
工
事
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
な
ど
の
競
争
入
札
に
参

加
を
希
望
さ
れ
る
人
の
う
ち
、
有

資
格
者
名
簿
に
登
録
が
な
い
人
や

登
録
を
し
て
い
な
い
工
種（
業
種
）

を
追
加
す
る
人
な
ど
が
対
象
で
す
。

申
請
方
法　
島
根
県
と
県
内
市
町

が
共
同
利
用
す
る
資
格
申
請
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
申
請
後
、

必
要
書
類
を
郵
送
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　
平
成
30
年
１
月
４
日

㈭
～
1５
日
㈪
（
土
・
日
・
祝
日

は
除
く
。）

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
務
課
入
札
管
理
係
【
〒

６
９
７
‐
８
５
０
１　
浜
田
市

殿
町
１
番
地（
☎
�
９
１
４
１
）】

　
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の

労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ

れ
る
島
根
県
最
低
賃
金
が
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

島
根
県
最
低
賃
金

時
間
額　
７
４
０
円

適
用
日　
10
月
１
日
以
降

最
低
賃
金
に
次
の
も
の
は
含
ま
れ

ま
せ
ん

①
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

②
１
か
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に

支
払
わ
れ
る
賃
金

③
時
間
外
労
働
・
休
日
労
働
・
深

夜
労
働
に
対
す
る
賃
金

④
精
皆
勤
手
当
・
通
勤
手
当
及
び

家
族
手
当

問
い
合
わ
せ
先　
　

・
島
根
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室（
☎
０
８
５
２
�
１
１
５
８
）

・
松
江
・
出
雲
・
浜
田
・
益
田
の

各
労
働
基
準
監
督
署

※　
島
根
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室
（
☎
０
８
５
２
⑳
７
０
０

７
）
で
は
、
労
働
者
の
賃
金
引

上
げ
を
図
る
事
業
主
を
支
援
す

る
た
め
「
業
務
改
善
助
成
金
」

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
の
認
可
保

育
所（
認
定
こ
ど
も
園
も
含
む
。）

の
新
規
入
所
（
転
園
希
望
も
含

む
。）の
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
30
年
４
月
以
降
も

現
在
入
所
中
の
保
育
所
（
園
）
に

継
続
入
所
を
希
望
す
る
場
合
の
手

続
は
、
別
途
連
絡
し
ま
す
。

入
所
対
象
児
童　
保
護
者（
父
母
）

が
次
の
よ
う
な
事
情
の
た
め
、

保
育
を
必
要
と
す
る
児
童

・
家
庭
外
で
常
時
働
い
て
い
る

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
求
職
活
動

含
む
）。

・
家
庭
内
で
常
時
家
事
・
育
児
以

外
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

・
母
親
が
出
産
の
前
後
（
２
か
月

程
度
）
で
あ
る
。

・
傷
病
又
は
心
身
に
障
が
い
が
あ

る
。

・
親
族
を
常
時
看
護
又
は
介
護
し

て
い
る
。

・
就
学
し
て
い
る
。

・
災
害
な
ど
で
居
宅
を
失
っ
た
。

※　
父
母
以
外
の
同
居
者
の
状
況

は
入
所
要
件
に
影
響
し
ま
せ
ん

が
、
入
所
の
優
先
順
位
決
定
の

際
に
は
考
慮
さ
れ
ま
す
。

申
込
期
間

第
１
次
募
集　
12
月
１
日
㈮
～
28

日
㈭

第
２
次
募
集　
平
成
30
年
３
月
１

日
㈭
～
９
日
㈮

申
込
方
法　
支
給
認
定
申
請
書
兼

保
育
所
等
利
用
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
保
育
の
必

要
性
を
証
明
す
る
書
類
（
就
労

証
明
書
な
ど
）
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

込
書
提
出
の
際
に
家
庭
の
状
況

を
聞
き
取
り
で
確
認
し
ま
す
。

平
成
30
年
５
月
以
降
産
休

育
休
復
帰
者
の
入
所
希
望

調
査
を
行
い
ま
す

赤ちゃんの転落・転倒の事故予防

産
業
・
地
域
活
性
化

平
成
29
・
30
年
度
建
設
工
事
等

入
札
参
加
資
格
審
査
（
追
加
審

査
）
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

島
根
県
の
最
低
賃
金
は

７
４
０
円
で
す

子
育
て

平
成
30
年
４
月
か
ら
の
保
育
所

新
規
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す
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平成29年度幼稚園保育料基準額
階層区分 定義 月額保育料
第１階層 生活保護世帯 ０円

第２階層 市町村民税非課税世帯
（市町村民税所得割非課税世帯含む） 3,000円

第３階層 市町村民税所得割課税額７７,100円以下 6,５00円
第４階層 市町村民税所得割課税額211,200円以下 8,2５0円
第５階層 市町村民税所得割課税額211,201円以上 9,000円
※　平成30年度以降は国の基準額変更に伴い、変更になる

場合があります。

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及び

クーポン券が送付された人

【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内健診センター

（☎�７７００）
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間
平成30年２月28日㈬まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～1５:00
検査時間　1５:00～1７:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場

浜
田

12月７日㈭ 　9:00～11:30 浜田保健所13:00～1５:00
12月16日㈯
（休日検診）

9:00～11:30 浜田市役所第２東分庁舎13:00～1５:00
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）

を受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

三
隅 12月４日㈪

8:30～　9:00 みのり会館
10:30～11:00 下室谷集会所
13:30～14:30 三隅保健センター

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
対象　20歳～49歳の女性

実施期間 平成30年２月28日㈬まで

実施場所

江木医院（☎�１１８１）（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
（☎�７７００）（要予約）
予約受付時間　14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　　9:00～　9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

浜
田

12月14日㈭ 13:30～14:30 浜田公民館

12月1５日㈮ 9:30～11:30 浜田保健所13:30～14:30

三
隅 12月14日㈭

9:00～10:00 海石集会所
10:30～11:00 浜田市三隅支所
11:30～12:00 白砂公民館

　
薬
は
正
し
く
使
っ
て
い
て
も
、

副
作
用
の
起
き
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
万
が
一
、
入
院
治
療
が
必

要
に
な
る
ほ
ど
の
健
康
被
害
が
起

き
た
と
き
、
医
療
費
や
年
金
な
ど

の
給
付
を
行
う
公
的
な
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
ぜ

ひ
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

救
済
制
度
相
談
窓
口

☎
０
１
２
０
‐
１
４
９
‐
９
３
１

問
い
合
わ
せ
先

医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

（
☎
０
３
‐
３
５
０
６
‐
９
５

０
６
）

　
税
制
改
正
に
よ
り
、
確
定
申
告

の
医
療
費
控
除
の
証
明
に
、
島
根

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
送
付
さ
れ
る
医
療
費
通
知
が
使

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
医
療
通
知
書
が
必
要
な
人
は
、

市
町
村
窓
口
に
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。
す
で
に
申
請
さ
れ
て
い
る

人
は
、
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

医
療
費
通
知
発
送
時
期 

平
成
30
年
１
月
中
旬

対
象
受
療
年
月 

平
成
29
年
１
月
～
10
月

※　
11
月
・
12
月
の
受
療
分
に
つ

い
て
は
、
医
療
機
関
が
発
行
す

る
明
細
書
又
は
領
収
書
を
申
告

に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切
日　
12
月
22
日
㈮

申
請
方
法　
本
庁
医
療
保
険
課
医

療
年
金
係
（
１
階
⑥
番
窓
口
）

に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
保
険
外
診
療
を
受
け
た
場
合

は
、
医
療
機
関
が
発
行
す
る
明

細
書
又
は
領
収
書
を
申
告
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

・
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

（
☎
０
８
５
２
⑳
７
５
２
５
）

・
本
庁
医
療
保
険
課
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
２
）

　
幼
稚
園
教
育
は
、
家
庭
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
生
涯
に
わ
た
る

人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
１
日
の
保
育
時
間

は
４
時
間
程
度
と
な
り
ま
す
の

で
、
保
護
者
又
は
そ
れ
に
代
わ
る

人
が
在
宅
し
て
い
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

入
園
資
格　
市
内
在
住
で
、
次
に

該
当
す
る
幼
児

１
年
保
育
児
（
年
長
児
）

平
成
24
年
４
月
２
日
～
平
成
2５

年
４
月
１
日
生
ま
れ

２
年
保
育
児
（
年
中
児
）　

平
成
2５
年
４
月
２
日
～
平
成
26

年
４
月
１
日
生
ま
れ

３
年
保
育
児
（
年
少
児
）　

平
成
26
年
４
月
２
日
～
平
成
2７

年
４
月
１
日
生
ま
れ

※　
継
続
在
園
者
数
及
び
新
規
募

集
人
数
に
つ
い
て
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

※　

３
年
保
育
児
が
定
員
を
上

回
っ
た
場
合
、
４
園
間
で
調
整

の
上
、
原
則
と
し
て
抽
選
と
し

ま
す
。

※　

２
年
保
育
児
及
び
１
年
保
育

児
が
定
員
を
上
回
っ
た
場
合

は
、
継
続
在
園
者
を
優
先
す
る

こ
と
と
し
、
新
規
募
集
者
の
み

抽
選
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
２
学

年
の
異
年
齢
児
に
よ
る
混
合
学

級
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

継続在園者数及び新規募集人数　　（平成29年10月１日現在）

幼稚園名 継続在園者数 新規募集人数
１年保育 ２年保育 １年保育 ２年保育 ３年保育

原井幼稚園 8 1７ 20
石見幼稚園 14 13 ５6 ５７ 20
長浜幼稚園 8 10 2７ 2５ 20
美川幼稚園 12 13 20

※　継続在園者数とは、平成29年度から持ち上がりとなる予定
の園児数を指します。

※　今後の異動状況により、新規募集人数が変更となる場合が
あります。

※　
原
井
幼
稚
園
と
石
見
幼
稚
園

の
統
合
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

統
合
幼
稚
園
を
設
置
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
統
合
幼
稚
園

の
開
園
は
、
園
舎
の
建
設
な
ど

を
行
っ
た
後
の
平
成
33
年
度
以

降
と
な
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
の

間
は
現
行
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
（
た
だ
し
、
園
児
数
の
減
少

に
よ
る
募
集
停
止
は
除
く
）。

※　
原
井
幼
稚
園
に
は
特
別
支
援

学
級
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
育
料　
平
成
2７
年
度
か
ら
、
子

ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
施
行

に
伴
い
、
保
育
料
は
保
護
者
の

収
入
に
応
じ
た
負
担
金
額
と
な

り
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
の
幼

稚
園
保
育
料
基
準
額
は
次
の
と

お
り
で
す
。

※　

第
２・
３
階
層
に
つ
い
て
、

年
長
の
子
ど
も
か
ら
数
え
て
２

番
目
の
園
児
は
表
の
半
額
、
３

番
目
以
降
の
園
児
は
無
料
で

す
。
ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
・

在
宅
障
が
い
児
（
者
）
の
い
る

世
帯
の
場
合
は
減
免
が
あ
り
ま

す
。

※　

第
４・
５
階
層
に
つ
い
て
、

小
学
校
３
年
生
以
下
の
年
長
の

子
ど
も
か
ら
数
え
て
２
番
目
の

園
児
は
上
表
の
半
額
、
３
番
目

以
降
の
園
児
は
無
料
で
す
。

申
込
期
間　
12
月
６
日
㈬
～
1５
日

㈮　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

申
込
方
法　
入
園
申
込
書
な
ど
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
希
望

す
る
幼
稚
園
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　
申
込
書
は
、
教
育
委
員
会
及

び
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。

※　
平
成
29
年
１
月
１
日
の
住
所

が
浜
田
市
以
外
の
人
は
、
平
成

29
年
度
市
町
村
民
税
所
得
課
税

証
明
書
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　
申
込
み
は
１
園
に
限
り
ま
す
。

※　
申
込
期
間
後
も
定
員
に
達
し

て
い
な
け
れ
ば
、
随
時
受
け
付

け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係 

（
☎
�
９
７
０
０
）

・
原
井
幼
稚
園
（
☎
�
０
０
７
６
）

・
石
見
幼
稚
園
（
☎
�
０
４
９
３
）

・
長
浜
幼
稚
園
（
☎
�
０
５
７
５
）

・
美
川
幼
稚
園
（
☎
�
０
１
８
５
）

　
12
月
１
日
は
、
世
界
的
レ
ベ
ル

で
の
エ
イ
ズ
ま
ん
延
防
止
と
患

者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏

見
の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
で
す
。

　
浜
田
保
健
所
で
は
、
こ
の
機
会

に
エ
イ
ズ
無
料
検
査
を
実
施
し
ま

す
。

日
時　
12
月
12
日
㈫　
午
後
１
時

～
３
時

場
所　
浜
田
保
健
所

検
査
内
容　
血
液
検
査

※　
検
査
後
、
結
果
が
分
か
る
ま

で
90
分
か
か
り
ま
す
。

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
12
月
11
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

月
～
金
曜
（
祝
日
除
く
。）

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

1５
分
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※　
匿
名
で
も
可
能
で
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

浜
田
保
健
所
医
事
難
病
支
援
課

（
☎
�
５
５
４
９
）

　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種が
ん検診を、無料で受診することができます。がん検
診受診の際は、本人確認ができるもの（健康保険証・
運転免許証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診される場合は、

２回目以降全額負担となります。
問い合わせ先

本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）

12月各種がん検診の日程

医
薬
品
副
作
用
救
済
制
度

が
あ
り
ま
す

保
険
・
医
療
・
年
金

確
定
申
告
の
医
療
費
控
除

の
証
明
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
医
療
通
知
が
使

用
で
き
ま
す

平
成
30
年
度
市
立
幼
稚
園

入
園
児
を
募
集
し
ま
す

健
康
・
福
祉

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
お
け
る

エ
イ
ズ
検
査
実
施
の
お
知
ら
せ
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

国際交流員コラム

　皆さん、もう12月ですね。あともう少しする
と真冬に入ります。スキーや雪合戦などのウィ
ンタースポーツを楽しんだり、コタツの中で、
鍋を食べたりするのも良いですね。
　アメリカも同じように、冬は家族や友達と集
まり、満腹感を持ちながら季節の移り変わりや
新年をお祝いします。もちろん、お祝いの席で
伝統的に食べるものは日本とアメリカで違いま
す。七面鳥を食べる日本人は少ないですし、一
方おせち料理を食べるアメリカ人はほとんどい
ません。こういったもので例えると「もちろん、
アメリカと日本の食文化は違うでしょう」と言
えますが、私は今年の夏にグローバル化の影響
が段々強くなっているという事実を味わいまし
た。
　１年ぶりにアメリカに帰省した私は、ニュー
ヨーク州を訪ねました。おいしいものを食べよ
うとお店を探していると、「Sushi Burrito」と
いう看板が目に止まりました。「ブリート」と
いう食べ物はメキシコ系アメリカ人から由来
し、現代のアメリカでは定番メニューです。小
麦粉に塩などを加えて作った生地の中に様々な

食材を入れて包むラップ料理ですが、「お寿司」
と「ブリート」の組合せは想像できませんでし
た。
　何を食べようか長時間検討した結果、結局旅
の疲れがきっかけで、「すしブリート」を試し
てみることにしました。日本の細巻き寿司の３
倍ぐらいの太さのこの食べ物は生魚のみなら
ず、飛子やレタス、メキシコのフライドプラン
テン（揚げバナナの一種）まで入っていました。
食べてみると、最初の一口でグローバル化の影
響を感じ、想像できなかった味の組合せが一瞬
で明白になりました。違う文化の国の料理が良
い組合せになり、「変化は些細なものから始ま
る」と気付きました。
　例えば、最近のアメリカはアニメを始め、日
本文化を徐々に採用して「日本」の存在が強く
なっています。逆に、
アメリカの文化も日
本文化に加わるのだ
ろうと深く考えまし
た。

Sushi Burrito（すしブリート）
アメリカに日本の味を加える

パメラ　スリヤチャイ

返
済
方
法　
毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済
も
可

能
）

※　
詳
し
く
は
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

https://w
w

w
.jfc.go.jp/n/

finance/search/ippan.htm
l

問
い
合
わ
せ
先

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５

６
）（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

つ
な
が
ら
な
い
場
合

（
☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６

５
６
）

　
平
成
29
年
中
（
１
月
１
日
～
12

月
31
日
）
に
納
付
し
た
国
民
健
康

保
険
料
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
は
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
で
手
続
す
る
こ

と
に
よ
り
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
手
続
の
際
に
必
要
と
な
る
年
間

納
付
額
の
分
か
る
書
類
を
次
の
と

お
り
送
付
又
は
窓
口
交
付
し
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

年
末
調
整
で
必
要
な
人

　

窓
口
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
で
必
要
な
人

　

１
月
中
旬
に
、
各
保
険
の
保
険

者
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※　
年
金
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
き
）
の
人
は
、
日
本
年

金
機
構
な
ど
が
発
行
す
る
公
的

年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
社
会
保

険
料
支
払
額
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
各
保
険
者
か
ら
の

お
知
ら
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

交
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

国
民
健
康
保
険
料

・
本
庁
税
務
課
市
民
税
係

（
☎
�
９
２
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

介
護
保
険
料

・
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

・
本
庁
健
康
長
寿
課
高
齢
者
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
０
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

・
本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
２
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　
昭
和
23
年
の
第
３
回
国
際
連
合

総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
て
以
来
、
国
連
で
は
こ
れ
を
記

念
し
、
毎
年
12
月
10
日
を
「
人
権

デ
ー
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
わ
が
国
で
は
、
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
広
く
国
民
に
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　
「
人
権
週
間
」
に
当
た
り
、
21

世
紀
が
「
人
権
の
世
紀
」
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
「
人
権
」
を

尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し

く
認
識
し
、
明
る
く
豊
か
な
住
み

よ
い
社
会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

平
成
29
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　
相
手
の
気
持
ち

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　
違
い
を

認
め
合
う
心
～

強
調
事
項

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

・
障
が
い
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

・
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う
・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
偏
見

や
差
別
を
な
く
そ
う

・
性
自
認
を
理
由
と
す
る
偏
見
や

差
別
を
な
く
そ
う

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

・
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
偏

見
や
差
別
を
な
く
そ
う

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
、「
こ
れ
は

人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
感
じ
た
り
、
悩
み
ご
と
や
困
り

ご
と
を
抱
え
た
り
し
て
い
る
人

は
、
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

（
☎
�
０
９
５
９
）
又
は
人
権
擁

護
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
人
権
相
談
所
（
無
料
・

秘
密
厳
守
）
を
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

※　
人
権
相
談
所
の
開
設
日
時
・

場
所
に
つ
い
て
は
、
毎
月
「
広

報
は
ま
だ
」
付
属
の｢

は
ま
だ

情
報
カ
レ
ン
ダ
ー｣

に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

松
江
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
☎
０
８
５
２
�
４
２
６
０
）

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
高
校・

短
大
・
大
学
・
専
修
学
校
・
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
・
大
学
な
ど

に
入
学
・
在
学
す
る
子
ど
も
が
い

る
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。

使
い
み
ち　
入
学
金
・
授
業
料
・

教
科
書
代
・
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン

シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

融
資
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内

金
利　
年
１・７6
％（
固
定
金
利
）

※　

交
通
遺
児
家
庭
・
母
子
家

庭
又
は
父
子
家
庭
の
人
、
世

帯
年
収
２
０
０
万
円
（
所
得

１
２
２
万
円
）
以
内
の
人
は
年

１
・
36
％
で
す
。

※　
利
率
は
平
成
29
年
11
月
10
日

現
在
で
す
。

返
済
期
間　
1５
年
以
内

※　
交
通
遺
児
家
庭
・
母
子
家
庭

又
は
父
子
家
庭
の
人
は
18
年
以

内
で
す
。

社
会
保
険
料
控
除
に
係
る

保
険
料
納
付
額
を
お
知
ら

せ
し
ま
す

人
権

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

人
権
週
間
で
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

子
ど
も
の
教
育
資
金
を
国
の
教

育
ロ
ー
ン
（
日
本
政
策
金
融
公

庫
）
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
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まちかど
伝言板

放
送
大
学
で
は
平
成
30
年
度
第
１

学
期
（
平
成
30
年
４
月
入
学
）
の
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
と
お
し
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業

の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間　

第
１
回　
12
月
１
日
㈮
～
平
成
30
年

２
月
28
日
㈬

第
２
回

平
成
30
年
３
月
１
日
㈭
～
20
日
㈫

※　
資
料
を
無
料
で
提
供
し
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
放
送
大
学
島
根

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.sc.ouj.ac.jp/

center/shim
ane/

入
学
説
明
会・相
談
会（
浜
田
会
場
）

日　
平
成
30
年
１
月
13
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場　
い
わ
み
ー
る

申
・
問　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０
）

島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部
で

は
、
会
員
の
看
護
師
や
保
健
師
に
よ

る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
を
行

い
ま
す
。

日　
12
月
５
日
㈫
・
平
成
30
年
１
月

９
日
㈫

　
午
後
１
時
～
３
時

場　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田
１
階

料　
無
料

問　
島
根
県
看
護
協
会
浜
田
支
部

（
☎
０
８
５
５
�
０
１
０
１
）

　
就
業
を
希
望
す
る
看
護
職
員
な
ど

を
対
象
に
、
就
業
相
談
会
（
移
動
ナ

ー
ス
バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す
。

日　
12
月
13
日
㈬
・
平
成
30
年
１
月

10
日
㈬　
午
後
１
時
～
４
時

場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
就
業
相

　
談
、
看
護
情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
看
護
協
会
就
業
相
談
員

問　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

試
験
日　
平
成
30
年
２
月
４
日
㈰

受
付
期
間

・
書
面
申
請

　
12
月
５
日
㈫
～
19
日
㈫

・
電
子
申
請

　
12
月
２
日
㈯　
午
前
９
時
～

　
　
　
　
16
日
㈯　
午
後
５
時

試
験
地　
浜
田
・
松
江
・
出
雲
・
大

田
・
益
田
・
隠
岐

試
験
種
類　
乙
種
第
１
類
～
第
６
類

料　
乙
種
３
４
０
０
円

※　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
試

験
案
内
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

試
験
案
内
・
受
験
願
書
は
、
消
防

本
部
及
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

問　
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

（
☎
�
１
１
６
７
）

　
浜
田
養
護
学
校
は
、
障
が
い
に
つ

い
て
一
緒
に
学
び
な
が
ら
、
地
域
で

生
き
る
子
ど
も
た
ち
を
理
解
し
、
支

え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
を
広
く
募
集
し
て

い
ま
す
。
講
義
だ
け
で
は
な
く
実
際

に
子
ど
も
た
ち
と
活
動
す
る
講
座
も

あ
り
ま
す
。

対
象　
高
校
生
以
上

第
７
回

日　
12
月
９
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

受
付　
午
前
９
時
30
分

場　
か
な
ぎ
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
パ
ー
ク　

内
容　
卒
業
後
の
姿
を
知
る

第
８
回

日　
平
成
30
年
１
月
20
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
２
時

受
付　
午
前
９
時
30
分

場　
国
府
公
民
館　

内
容　
「
た
ま
も
り
」
企
画
・
も
ち

つ
き
会
へ
の
参
加

※　
以
降
の
講
座
は
、
随
時
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

料　
年
間
２
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

件
名
に
「
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
申
込

み
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
養
護
学
校　
新
田
さ

　
ん
・
永
瀬
さ
ん
（
☎
�
２
２
０
０

　
・
▢ＦＡＸ
�
２
２
０
１
）

Em
ail:ham

adayogo@
pref.

shim
ane.lg.jp

Ｉ
Ｃ
Ｔ
実
務
能
力
実
践
科

　
幅
広
い
業
種
で
必
要
と
さ
れ
る
社

会
人
基
礎
力
を
身
に
つ
け
、
社
会
人

と
し
て
の
一
般
知
識
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
資
格
を
取
得
す
る

こ
と
で
、
様
々
な
シ
ー
ン
で
活
用
で

き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

入
校
検
定
日

　
平
成
30
年
１
月
９
日
㈫

検
定
場
所

浜
田
合
同
庁
舎
５
階
中
会
議
室

定　
16
人

受
講
料　
無
料

テ
キ
ス
ト
代　
２
３
０
０
０
円
程
度

選
抜
方
法

　
筆
記
（
国
語
・
数
学
）・
面
接

訓
練
期
間　
平
成
30
年
１
月
16
日
㈫

～
５
月
1５
日
㈫

訓
練
場
所

　
㈱
ソ
コ
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
浜
田
教
室

申
込
締
切
日　
12
月
22
日
㈮

申
込
方
法　
お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
窓
口
で
相
談
の
上
、
入
校
願

を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※　
入
校
願
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

あ
り
ま
す
。

問　
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

　
次
の
公
営
住
宅
の
入
居
者
を
随
時

募
集
し
ま
す
。

※　
募
集
す
る
住
宅
は
、
変
更
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　
緑
ヶ
丘
住
宅
・
黒
川
住
宅
・
長

浜
西
住
宅
に
つ
い
て
は
、
空
き
が

出
た
場
合
は
公
募
し
ま
す
。

※　
各
募
集
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅

募
集
住
宅　

【
旭
】
ニ
ュ
ー
市
木
・
あ
さ
ひ
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
ツ

【
三
隅
】
若
者
住
宅

問　
金
城
・
旭
・
弥
栄

　
㈲
中
田
工
務
店（
☎
�
１
２
０
３
）

http://nakata-koum
uten.

hp.gogo.jp/pc/index.htm
l

三
隅　
㈱
コ
ム
サ（
☎
�
２
９
９
９
）

http://www.iwam
i.or.jp/m

oritani/

募
集
住
宅　
日
脚
大
久
保
住
宅
・
波

佐
住
宅
・旭
イ
ン
タ
ー
団
地
な
ど

問　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
�
０
５
３
５
）

http://w
w

w
.shim

ane-jkk.
jp/chintai/

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

募
集
住
宅　
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・

金
城

問　
浜
田
土
建
㈱（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w

w
.ham

adadoken.jp/

市
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

次
の
市
有
財
産
の
売
却
を
行
い
ま
す
。

入
札
参
加
申
込
期
間

12
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭
必
着

入
札
日
時　
平
成
30
年
１
月
1７
日
㈬

　
午
後
１
時
以
降

※　
時
間
は
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

入
札
会
場

市
役
所
金
城
支
所
３
０
４
会
議
室

参
加
資
格

⑴　
申
請
者
（
入
札
参
加
者
）
と
な

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
個
人
又

は
法
人
と
し
ま
す
。

※　

２
人
以
上
の
連
名
（
共
有
）
で

の
申
請
も
で
き
ま
す
。

⑵　
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人
な
ど

は
、
入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

は
入
札
参
加
に
あ
た
っ
て
の
留
意

事
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

売却物件
物件番号 H29-1 H29-2 H29-3
物件名 長浜町市有地 相生町市有地 三隅町市有地
区分 土地 土地 土地

所在地 長浜町
991番１

相生町
434５番

三隅町三隅
11７５番

地目 宅地 宅地 宅地
地積 160.63㎡　 261.08㎡　 10５.39㎡　
最低

売却価格 1,824,000円 3,290,000円 1,７40,000円

留
意
事
項

・
入
札
事
前
説
明
会
は
行
い
ま
せ

ん
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
現
状
有
姿
に
よ
る
売
却
と
な
り
ま

す
。
売
却
物
件
の
事
前
確
認
は
、

入
札
参
加
者
の
責
任
に
お
い
て
必

ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
必
ず

申
込
期
間
内
に
入
札
参
加
申
込
書

を
市
役
所
総
務
課
入
札
管
理
係
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
参
加
申
込
書
・
入
札
参
加
に

あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
・
そ
の
ほ

か
入
札
参
加
に
必
要
な
用
紙
は
市

役
所
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

位置図

国道９号

至浜田

至周布

売却物件
H29-1

老人ホーム
たんぽぽの里

売却物件
H29-2

国道186号
相生 IC

至
金
城

浜　田　道

浜田川

三宮
神社

申
・
問

物
件
に
関
す
る
こ
と

・
本
庁
行
財
政
改
革
推
進
課
管
財
係

（
☎
�
９
１
４
０
）

入
札
に
関
す
る
こ
と

・
本
庁
総
務
課
入
札
管
理
係

（
☎
�
９
１
４
１
）

売却物件
H29-3

三
隅
川

県道48号

浜田市役所

三隅支所

至浜田

至益田

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

平
成
30
年
４
月
生

放
送
大
学
入
学
生
募
集

相

談

ま
ち
の
保
健
室

就
業
相
談
会

（
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
）

資
格・試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

教
室・講
座

浜
田
養
護
学
校

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生

募

集

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す

　

　

　



広報はまだ：平成29年12月号　　　2829　　　広報はまだ：平成29年12月号

　
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら

ず
、
家
庭
や
地
域
で
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
障
が
い
者
（
児
）
の
自
立
と
社

会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
ス

ケ
ー
ト
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
心
身
障
が
い
者

（
児
）

日　
12
月
１
日
㈮
～
平
成
30
年
３
月

９
日
㈮
の
毎
週
金
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※　
日
程
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

場　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

定　
12
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
っ
子
作
業
所　
沖
田
さ

ん
（
☎
�
２
８
２
４
）

　

札
幌
市
在
住
の
染
織
、
織
物
作

家
、
朝
田
千
佳
子
さ
ん
の
石
州
和
紙

を
使
っ
た
紙
布
織
の
作
品
展
で
す
。

期
間　
平
成
30
年
１
月
31
日
㈬
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時

料　
無
料

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
�
４
１
７
０
）

　
「
食
」
を
と
お
し
て
お
隣
韓
国
の

文
化
に
触
れ
て
も
ら
う
た
め
、
食
文

化
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
講
師
と
島
根
県
立
大
学
の
韓
国
人

留
学
生
を
交
え
て
、
み
ん
な
で
楽
し

く
韓
国
の
家
庭
料
理
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日　
12
月
10
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
サ
ム
ゲ
タ
ン
・
チ
ヂ
ミ
・
サ

ラ
ダ
を
作
り
ま
す
。

講
師　
福
島
明ミ

ョ
ン
ス
ク淑

さ
ん
（
ミ
ョ
ン
ス

ク
ハ
ン
グ
ル
友
の
会
）

定　
先
着
20
人

料　
５
０
０
円
（
材
料
代
）

申
込
締
切
日　
12
月
６
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
（
バ
ン
ダ

ナ
）・
料
理
を
持
ち
帰
る
た
め
の

容
器
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
内

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会
（
☎
�

３
０
２
５
・
▢ＦＡＸ
�
５
４
０
０)

支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
歌
い
ま
す
。

１
部
は
混
声
合
唱
の
魅
力
を
伝
え
、

２
部
は
音
楽
を
深
く
愛
す
る
ゲ
ス
ト

を
迎
え
、
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
開
催

し
ま
す
。

日　
12
月
10
日
㈰　
午
後
１
時
30
分

開
場　
午
後
１
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

指
揮　
　
向
田
彰
さ
ん

　
　
　
　
植
田
温
司
さ
ん

ピ
ア
ノ　
大
地
本
敦
子
さ
ん

ゲ
ス
ト　
丸
山
里
香
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

　
　
　
　
中
山
ゆ
き
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）

料　
前
売
り　
　

１
０
０
０
円

　
　
当
日　
　
　

１
３
０
０
円

　
　
大
学
生
以
下　
　
　
無
料

問　
浜
田
市
民
合
唱
団

　
堤
満
喜
さ
ん
（
☎
�
２
０
７
３
）

　山陰の冬の風物詩となった「しおかぜ駅伝」を
開催します。ぜひ沿道での声援をお願いします。
日　12月10日㈰

区 中継場所 予定時刻
１区 （スタート）益田陸上競技場 　9:30～
２区 益田陸上競技場 　9:40～
３区 原浜団地入口 　9:５0～
４区 磯釣センターかまて前 10:0５～
５区 岡見郵便局前 10:2７～
６区 湊浦集会所前 10:3７～
７区 三保三隅駅前 10:44～
８区 ゆうひパーク三隅 10:５8～
９区 昭和測量設計事務所浜田事務所前 11:18～

ゴール しまねお魚センター前 11:42～

問　山陰中央新報西部本社内
しおかぜ駅伝事務局（☎�０１０９）

　市では毎年、新年を迎えた喜びを市民の皆さんと
祝う「市民新年賀会」を開催しています。来年は次
のとおり開催しますので、多数の参加をお待ちして
います。

日　平成30年１月４日㈭　午後４時
場　浜田ワシントンホテルプラザ
料　１人1000円
申込方法　会費を添えて、市役

所３階市長公室にお申込みく
ださい。
申込締切日　12月８日㈮
申・問　本庁市長公室
　　　　（☎�９１０２）

改
修
工
事
の
た
め
、休
館
し
ま
す
。

期
間　
12
月
11
日
㈪

～
平
成
30
年
３
月
９
日
㈮

　
（
１
月
３
日
㈬
の
浜
田
市
成
人
式

を
除
く
）

※　
正
面
玄
関
側
で
の
利
用
受
付
、

チ
ケ
ッ
ト
販
売
、
電
話
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
よ
る
利
用
受
付
は
行
い
ま
す
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

浜田国際交流協会　国際交流教室・語学教室
講座 日時 場所 定員 料金 申込締切日

ニュンの
ベトナム語講座

～入門Ⅲ～

平成30年１月９日㈫・23日㈫・30日㈫・
２月６日㈫・13日㈫・20日㈫・2７日㈫・
３月６日㈫・13日㈫・20日㈫　
午後１時30分～３時

浜田公民館 1５人 会員　　　1000円
非会員　2000円

平成30年
１月５日㈮

ニュンの
ベトナム語講座

～初級Ⅲ～

平成30年１月９日㈫・1５日㈪・22日㈪・
29日㈪・２月５日㈪・13日㈫・19日㈪・
26日㈪・３月５日㈪・12日㈪　
午後７時～８時30分

浜田公民館 1５人 会員　　　1000円
非会員　2000円

平成30年
１月５日㈮

Ｐａｍの
英語講座

～初級Ⅲ～

【昼の部】平成30年１月10日㈬・24日㈬・
２月７日㈬・21日㈬・３月７日㈬　
午後１時30分～３時 石見公民館 各1５人 各　会員　　　　５00円

　　非会員　1000円
平成30年

１月９日㈫【夜の部】平成30年１月1７日㈬・31日㈬・
２月14日㈬・28日㈬・３月14日㈬　
午後７時～８時30分

Ｐａｍの
英語講座

～中級Ⅲ～

【昼の部】平成30年１月1７日㈬・31日㈬・
２月14日㈬・28日㈬・３月14日㈬　
午後１時30分～３時 石見公民館 各10人 各　会員　　　　５00円

　　非会員　1000円
平成30年

１月９日㈫【夜の部】平成30年１月10日㈬・24日㈬・
２月７日㈬・21日㈬・３月７日㈬　
午後７時～８時30分

申込方法　電話で申し込んでください。　　　　　　　　　申込み・問い合わせ　浜田国際交流協会（☎�１２４１）

手
作
り
ジ
ャ
ム
レ
ッ
ス
ン

季
節
の
果
物
で
作
る
保
存
食
、
お

馴
染
み
の
ジ
ャ
ム
作
り
を
基
本
か
ら

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
増
や
し
て
、
季
節
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

日　①　
平
成
30
年
１
月
1５
日
㈪
・
２
月

19
日
㈪・
３
月
19
日
㈪（
全
３
回
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

②　
平
成
30
年
１
月
12
日
㈮
・
２
月

９
日
㈮・
３
月
９
日
㈮（
全
３
回
）

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

定　
各
７
人

料　
３
１
５
０
円

※　
別
途
材
料
費
が
必
要
で
す
。

講
師　
横
川
美
香
さ
ん

す
り
鉢
料
理
教
室

す
り
鉢
っ
て
ゴ
マ
を
す
る
こ
と
に

し
か
使
え
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
家
に
あ
る
も
の
で
簡
単
に
作
れ

る
、
す
り
鉢
を
使
っ
た
様
々
な
料
理

を
お
伝
え
し
ま
す
。

日　①　
平
成
30
年
１
月
2７
日
㈯
・
２
月

24
日
㈯・
３
月
24
日
㈯（
全
３
回
）

　
午
前
10
時
～
正
午

②　
平
成
30
年
１
月
28
日
㈰
・
２
月

2５
日
㈰・
３
月
2５
日
㈰（
全
３
回
）

　
午
前
10
時
～
正
午

定　
各
６
人

　

各
講
座
の
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
用
意
す
る
も
の
な
ど

は
、
申
込
時
に
案
内
し
ま
す
。

※　
体
験
会
以
外
の
講
座
も
随
時
見

学
で
き
ま
す
。

申
・
問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

ラ・ペアーレ浜田　体験会講座一覧
講座名 日時（12月） 申込

締切日 参加費 定員

　

１　 ビ ー ズアクセサリー
「キラキラビーズのブローチ」

① ８日㈮ 13:00～
14:30 ７日㈭ 1200円 ５人

② 10日㈰ 10:00～
11:30 ９日㈯ 1200円 ５人

２グラスアート
「クリスマス・キャンドルホルダー」 13日㈬ 13:30～

1５:30 ７日㈭ 2800円 10人

３粘土でスイーツ
「キャンディポットデコ」 16日㈯ 10:00～

11:30 11日㈪ 1200円 1５人

４手作りニット
「ネックウォーマー」 19日㈫ 1５:00～

1７:00 18日㈪ 800円 ５人

５

ハンドメイド
「かんたんきめこみで福戌」 ①

22日㈮ 13:30～
1５:30 14日㈭

1５00円 ６人

ハンドメイド
「かんたん押絵で福戌」 ② 1５00円 ６人

※　申込者数が少ないときは、中止になる場合があります。

料　
３
１
５
０
円

※　
別
途
材
料
費
が
必
要
で
す
。

講
師　
元
重
慎
市
さ
ん

申
込
開
始
日　
12
月
11
日
㈪

　
午
前
９
時
～

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　
申
込
者
数
が
少
な
い
と
き
は
、

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

（
☎
�
１
０
３
５
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

イ
ベ
ン
ト

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
（
ス
ケ
ー
ト
教
室
）

石
州
和
紙
会
館　
廊
下
の
企
画
展

紙
布
織
展「
和
紙
―
シ
ン
プ
ル
な
美
」

石
央
地
区
日
韓
親
善
協
会

日
韓
食
文
化
交
流
会

浜
田
市
民
合
唱
団

45
周
年
記
念
演
奏
会

第26回浜田－益田間駅伝競走大会
（しおかぜ駅伝）市民新年賀会

石
央
文
化
ホ
ー
ル

休
館
の
お
知
ら
せ

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

　
　
　
　
１
月
開
講
講
座

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田体

験
会
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※　
冬
休
み
・
春
休
み
期
間
は
、
毎

日
開
催
し
ま
す
。

※　
ペ
ン
ギ
ン
の
体
調
や
天
候
に
よ

り
、
予
告
な
く
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
干
支
飾
り
を
作
ろ
う
」

　

石
州
和
紙
を
使
っ
て
、「
戌
」
の

か
わ
い
い
干
支
飾
り
を
作
ろ
う
。

日　
12
月
３
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
30
人

料　
３
５
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

https://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

　
12
月
20
日
㈬
～
平
成
30
年
１
月
８

日
㈷
は
、
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

サ
ン
タ
を
さ
が
せ

　
ア
ク
ア
ス
の
水
槽
の
中
に
隠
れ
て

い
る
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
み
つ
け
よ

う
。
全
部
み
つ
け
た
人
に
は
、
す
て

き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

日　
12
月
１
日
㈮
～
2５
日
㈪

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

み
ん
な
の
知
ら
な
い
ア
ク
ア
ス
ツ
ア
ー

　
飼
育
係
の
仕
事
現
場
を
ス
タ
ッ
フ

が
解
説
し
な
が
ら
案
内
し
ま
す
。

日　
12
月
２
日
㈯
～
平
成
30
年
２
月

2５
日
㈰
の
土
・
日
・
祝
日

　
①
午
前
11
時
～　
②
午
後
２
時
～

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
各
回
先
着
1５
人

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　
当
日
、
１
階
総
合
案
内

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
前

日
ま
で
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）。

ペ
ン
ギ
ン
パ
レ
ー
ド

冬
限
定
の
オ
ウ
サ
マ
ペ
ン
ギ
ン
の

お
散
歩
タ
イ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

日　
12
月
２
日
㈯
～
平
成
30
年
３
月

31
日
㈯
の
土
・
日
・
祝
日

　
午
後
０
時
30
分
（
約
1５
分
）

企
画
展
「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ゴ
ー
リ
ー

の
優
雅
な
秘
密
」
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ミ
ュ
ー
シ
ア
」vol.4

「
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ゴ
ー
リ
ー
の
優
雅

な
い
た
ず
ら
」

ゴ
ー
リ
ー
の
作
品
に
着
想
を
得
て

制
作
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
作
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。
ゴ
ー
リ
ー
を
魅
了

し
た
バ
レ
エ
に
音
楽
、
朗
読
を
加

え
、
独
特
の
世
界
を
表
現
し
ま
す
。

「
あ
ゆ
む
」
コ
ン
ク
ー
ル

美
し
き
日
本
語
の
た
め
の　
日
本
語

歌
唱
に
よ
る　
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

日　
平
成
30
年
１
月
６
日
㈯

　
午
前
10
時

開
場　
午
前
９
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
一
般　
　
　

１
５
０
０
円

　
　
会
員　
　
　

１
２
０
０
円

　
　
高
校
生
以
下　
５
０
０
円

「
つ
な
ぐ
」
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ　

コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

日
本
、
韓
国
の
合
唱
団
が
歌
い
合

い
、
聞
き
合
う
交
流
コ
ン
サ
ー
ト

日　
平
成
30
年
１
月
７
日
㈰

　
午
前
10
時

開
場　
午
前
９
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
一
般　
　
　

１
５
０
０
円

　
　
会
員　
　
　

１
２
０
０
円

　
　
高
校
生
以
下　
５
０
０
円

※　
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き

ま
せ
ん
。

※　
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
お
得
な
セ
ッ
ト
券
（
２
０

０
０
円
）
が
あ
り
ま
す
。

日　
12
月
９
日
㈯　
午
後
３
時

開
場　
午
後
２
時
30
分

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ　
大
ホ
ー
ル

出
演

　
田
中
美
礼
さ
ん
・
奥
田
治
義
さ
ん

岸
田
雅
彦
さ
ん
・
原
田
雅
史
さ
ん

定　
１
５
０
人

料　
無
料
（
要
整
理
券
）

※　
企
画
展
観
覧
券
又
は
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

※　
整
理
券
は
12
月
２
日
㈯　
午
前

10
時
よ
り
、
総
合
案
内
カ
ウ
ン

タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
電

話
で
の
予
約
も
可
能
で
す
。

環
日
本
海
芸
術
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

グ
ラ
ン
ト
ワ
・
カ
ン
タ
ー
ト
２
０
１
８

　

２
０
１
８
年
の
幕
開
け
に
、
日
本

各
地
の
合
唱
団
が
島
根
県
に
集
う
！

海
外
か
ら
は
韓
国
の
合
唱
団
を
招
へ

い
予
定
。
レ
ク
チ
ャ
ー
、
コ
ン
ク
ー

ル
、
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
を
と
お
し

て
、
美
し
い
「
日
本
語
の
歌
」
を
深

め
る
３
日
間
。「
観
る
も
良
し
、
歌

う
も
良
し
」
の
新
し
い
合
唱
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
ま
な
ぶ
」
レ
ク
チ
ャ
ー

日
本
語
と
合
唱
～
そ
の
魅
力
を
さ
ぐ
る

‐
作
曲
家
、
指
揮
者
、
声
楽
家
か
ら

の
発
言
を
も
と
に
‐

日　
平
成
30
年
１
月
５
日
㈮

午
後
６
時
30
分

開
場　
午
後
６
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

料　
一
般　
　
　
　
５
０
０
円

　
　
高
校
生
以
下　
無
料

　
企
業
の
採
用
担
当
者
に
よ
る
会
社

概
要
や
業
界
の
説
明
を
行
い
ま
す
。

対
象　
大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
高

　
お
気
軽
に
一
服
、
い
か
が
で
し
ょ

う
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
趣
向
で
お
茶
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日　
12
月
1７
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
７
０
０
円

問　
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
石
見
支
部

三
浦
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
２
２
９

４
‐
８
６
０
１
）

上
方
落
語
家
の
露
の
新
治
さ
ん

と
、
だ
れ
も
が
「
い
の
ち
輝
い
て
生

き
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い

る
坂
田
か
お
り
さ
ん
を
講
師
に
お
迎

え
し
ま
す
。
楽
し
い
お
噺
し
で
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
12
月
1７
日
㈰　
午
後
１
時
30
分

全
国
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
参
入
を

目
指
し
、
Ｆ
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
に

所
属
す
る
浜
田
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ

Ｈ
Ｎ
Ｔ
の
ホ
ー
ム
最
終
戦
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
対
戦
相
手
は
、
ボ
ア
ル
ー

ス
長
野
で
す
。
皆
さ
ん
の
熱
い
声
援

を
選
手
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

日　
12
月
16
日
㈯

　
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場　
県
立
体
育
館

料
　
前
売
券　
一
般　
　

１
０
０
０
円

　
　
小
・
中
学
生　
　
　
５
０
０
円

　
当
日
券　
一
般　
　

１
５
０
０
円

　
　
小
・
中
学
生　
　
　
７
０
０
円

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
を
行
い
ま
す
。
友
人
や
家
族
な
ど

と
一
緒
に
、
夜
空
に
浮
か
び
上
が
る

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
幻
想
的
な
景
観

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
12
月
31
日
㈰
～
平
成
30
年
１
月

３
日
㈬　
日
没
～
午
前
０
時

※　

１
日
㈷
は
午
前
６
時
ま
で
点
灯

し
ま
す
。

場　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問　
本
庁
水
産
振
興
課
水
産
係

（
☎
�
９
５
２
０
）

中
世
の
高
津
川
益
田
川
の
痕
跡
を

訪
ね
益
田
市
街
の
今
市
川
沿
い
を
散

策
し
ま
す
。
沖
手
・
平
田
・
中
世
今

市
遺
跡
や
周
辺
の
地
形
観
察
を
楽
し

み
ま
す
。

日　
12
月
1７
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

集
合
場
所　
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
三
隅

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　
午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-
７
５
０
０-

９
６
３
７
）

浜
田
で
生
活
す
る
島
根
県
立
大
学

の
学
生
が
、「
今
」
あ
る
も
の
を
大

切
に
「
こ
れ
か
ら
」
の
時
代
を
見
据

え
て
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
元
気

な
浜
田
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ア
を
発

表
し
ま
す
。

日　
12
月
1５
日
㈮

　
午
後
３
時
～
５
時
（
予
定
）

場　

島
根
県
立
大
学　

交
流
セ
ン

タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

問　
本
庁
産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

（
☎
�
９
５
０
２
）

※　
未
就
学
児
は
無
料
で
す
。

申
込
方
法　

電
話
・
メ
ー
ル
又
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ

矢
野
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
１
３
３

５
‐
０
８
９
９
）

ham
ada.hnt@

gm
ail.com

http://ham
adafutsal.club/hnt/

開
場　
午
後
１
時

場　
石
見
公
民
館

出
演　

・
露
の
新
治
さ
ん
（
上
方
落
語
家
）

・
坂
田
か
お
り
さ
ん
（
部
落
解
放
同

盟
鳥
取
県
連
合
会
女
性
部
副
部
長
）

・
亜
空
亜
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
さ
ん
（
変
面
マ

ジ
シ
ャ
ン
）

・
高
井
ギ
ャ
ラ
さ
ん
（
Ｍ
Ｃ
）
ほ
か

料　
無
料

※　
手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問　
べ
っ
ぴ
ん
の
会　
山
本
さ
ん

（
☎
０
９
０-

４
５
７
５-

３
７
７
５
）

専
・
専
修
学
校
な
ど
の
在
学
生

日　
12
月
28
日
㈭

・
し
ご
と
の
ホ
ン
ネ
「
聞
か
せ
て
先

輩
！
」
大
座
談
会

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

・
企
業
「
生
」
Ｃ
Ｍ

　
午
後
０
時
30
分
～
１
時
20
分

・
企
業
を
知
ろ
う
！
「
ぐ
る
っ
と
６

社
大
発
見
ラ
リ
ー
」

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

※　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね
（
公
益

財
団
法
人
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財

団
）（
☎
０
１
２
０
�
４
５
１
０
）

http:w
w

w
.gogo-jobcafe-

shim
ane.jp/

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

施
設
か
ら
の
お
知
ら
せ

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
�
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
し
ま
ね
企
業
博

浜
田
市
文
化
祭
協
賛
行
事

茶
道
裏
千
家
淡
交
会
石
見
支
部

ク
リ
ス
マ
ス
茶
会

べっ
ぴ
ん
寄
席

浜
田
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
Ｈ
Ｎ
Ｔ

Ｄ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｇ	

Ｆ
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ	

２
０
１
７
／
２
０
１
８　
第
11
節

浜
田
マ
リ
ン
大
橋

　
　
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

第
１
８
３
回

ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
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現
在
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で

は
、
作
家
た
ち
が
様
々
な
も
の
に
変

身
さ
せ
た
新
聞
紙
ア
ー
ト
を
紹
介
す

る
展
覧
会
を
開
催
中
で
す
。

　
新
聞
紙
の
文
字
や
写
真
を
切
り
貼

り
し
等
身
大
の
立
体
人
物
像
を
制
作

す
る
富
田
菜
摘
さ
ん
は
、
今
を
表
す

メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
新
聞
で
、
そ
の
時

代
を
生
き
る
現
代
人
を
表
現
し
て
い

ま
す
。に
こ
や
か
な
表
情
の
男
児「
浜

田
学
」
は
、
本
展
に
併
せ
浜
田
で
収

集
し
た
古
新
聞
で
制
作
し
た
作
品
で

す
。
顔
や
洋
服
の
至
る
部
分
を
子
ど

も
関
連
の
記
事
の
み
で
表
現
し
て
い

ま
す
。

　
木
暮
奈
津
子
さ
ん
は
、
新
聞
紙
を

丸
め
て
不
思
議
な
海
の
生
き
物
を
制

作
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
、
浜
田

市
内
で
収
集
し
た
古
新
聞
を
利
用
し

て
、
浜
田
特
産
の
ノ
ド
グ
ロ
や
ア
ジ

と
い
っ
た
身
近
な
魚
、
石
見
神
楽
な

ど
を
モ
チ
ー
フ
に
制
作
し
て
い
ま

す
。
よ
く
見
る
と
タ
コ
の
よ
う
な
足

が
生
え
て
お
り
、
奇
妙
で
愉
快
な
表

情
を
し
た
か
わ
い
ら
し
い
作
品
で

す
。

　
読
み
終
え
ら
れ
た
新
聞
が
そ
れ
ぞ

れ
の
造
形
技
法
に
よ
り
、
独
創
的
な

作
品
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ア
ー
ト

の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

※　
こ
の
展
覧
会
は
、
一
般
財
団
法

人
地
域
創
造
の
助
成
を
受
け
て
開

催
し
て
い
ま
す
。

会
期　
平
成
30
年
１
月
14
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

４
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
新
聞
紙
の
シ
ュ
ー
ト
棒
》

　
帯
状
の
新
聞
紙
を
ク
ル
ク
ル
巻
い

て
作
る
よ
。
棒
を
振
る
と
新
聞
紙
が

伸
び
る
楽
し
い
お
も
ち
ゃ
の
完
成
。

◎
12
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
新
聞
紙
と
自
然
の
リ
ー
ス
》

　
木
の
実
と
新
聞
紙
を
組
み
合
わ
せ

て
ク
リ
ス
マ
ス
に
ぴ
っ
た
り
の
す
て

き
な
リ
ー
ス
を
作
る
よ
。

◎
12
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

《
木
の
実
と
新
聞
紙
で
ア
ー
ト
》

　
木
の
実
と
新
聞
紙
を
使
っ
て
素
朴

で
味
の
あ
る
作
品
に
大
変
身
さ
せ
よ

う
。

◎
12
月
16
日
㈯
・
1７
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

講
師　
梶
目
喜
美
江
さ
ん

《
新
聞
紙
の
花
束
》

　
新
聞
紙
を
切
っ
た
り
貼
っ
た
り
し

て
お
花
を
作
っ
て
み
よ
う
。
お
花
が

で
き
た
ら
か
わ
い
く
ラ
ッ
ピ
ン
グ
す

る
よ
。

◎
12
月
23
日
㈷
・
24
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

※　

ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動
の
時
間

は
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。

（
参
加
受
付
は
当
日
午
後
１
時
か

ら
３
時
30
分
ま
で
に
１
階
創
作
室

に
て
。）

　

２
階
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、「
新
聞
紙
の
変
身
展
」
出
品

作
家
の
グ
ッ
ズ
や
新
聞
紙
が
登
場
す

る
絵
本
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
人
気
の
石
見
神
楽

シ
ー
ル
や
ガ
ラ
ス
製
の
雑
貨
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

12
月
の
休
館
日

月
曜
日　
４
日
・
11
日
・
18
日
・

2５
日

年
末
年
始　
12
月
28
日
㈭
～
平
成

30
年
１
月
１
日
㈷

「浜田学」

「浜田のタコちゃん」

木の実と新聞紙でアート

新聞紙の花束

　

石
本
正
記
念
展
示
室
で
は
、「
石

本
正
作
品
選
Ⅲ
」
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
戦
後
す
ぐ
の
頃
に
描
か
れ
た
と

思
わ
れ
る
初
公
開
の
油
絵
の
「
自
画

像
」
や
壮
年
期
の
代
表
作
「
横お

う

臥が

舞ま
い

妓こ

」、
そ
し
て
没
後
に
ア
ト
リ
エ

に
残
さ
れ
て
い
た
未
完
成
の
作
品
な

ど
、
計
3７
点
の
作
品
と
と
も
に
日
本

画
家
・
石
本
正
（
三
隅
町
出
身
）
の

画
業
の
全
容
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ま
た
、
企
画
展
示
室
で
は
石
本
正

素
描
展
「
鶏
頭
・
芥け

し子
・
糺た

だ
す

の
森
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

石
本
は
、「
心
で
描
く
」
と
い
う

事
を
と
て
も
大
切
に
し
、
描
く
対
象

と
直
接
向
き
合
う
素
描
を
若
い
頃
か

ら
欠
か
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
特
に
、
40
代
後
半
の
頃
に
下

鴨
神
社
（
京
都
）
の
鎮
守
の
森
を
描

い
た
60
枚
の
素
描
「
糺
の
森
」（
当

館
初
公
開
）
は
、
素
描
で
あ
り
な
が

ら
不
思
議
な
詩
情
性
が
漂
い
、
観
る

者
の
心
を
静
か
な
森
の
中
へ
誘
う
か

の
よ
う
で
す
。

　
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
館

く
だ
さ
い
。

会
期

　
【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

　
・
石
本
正
作
品
選
Ⅲ

　
【
企
画
展
示
室
】

　
・
石
本
正
素
描
展
「
鶏
頭
・
芥
子
・

糺
の
森
」

　
12
月
23
日
㈷
ま
で

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金　

　
一
般　
　
６
０
０
円（
５
０
０
円
）

　
高
大
生　
３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　
小
中
生　
２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

年
末
年
始
の
休
館
日

　
12
月
24
日
㈰
～
平
成
30
年
１
月
１

日
㈷

《ギャラリー展示》
第４回「小さな世界」展
期間　12月６日㈬まで
主催　芸術と文化のまちづくり

事業実行委員会

《イベント情報》
「ちいさな冬の音楽会～クリスマス編～」
　　日時　12月９日㈯　

　午後５時30分～６時30分
おとなのアートサロン「心いきい
き！～雪の年賀状～」
日時　12月1７日㈰　
　　午後１時～３時
講師　島根臨床美術の会
ナイトミュージアム写真教室
日時　12月16日㈯　
　　午後６時～８時

　講師　安立誠さん（写真家）

　一年で一番日の短い冬至の季節に、光の持つぬくもりや魅力を感
じてもらいたい。そんな思いで開催してきた「いわみの冬至祭・光
の回廊」。手作りの作品からじんわりと伝わってくるやさしい光を、
ぜひお楽しみください。
　期間　12月９日㈯～23日㈷
　料金　入場無料
　会場　石正美術館ギャラリー・中庭　
　夜間開館・ライトアップ　会期中の土曜日３日間（午後８時まで）

　今年の「光の回廊コンサート」は、picasoの２人をお迎えして
開催します。ピアノ連弾の「クリスマスメドレー」や、ピアノとカ
ホンによる「アメイジンググレース」、ピアノと鍵盤ハーモニカに
よる「アヴェマリア」「ニューシネマパラダイス」など、子どもか
ら大人まで楽しめるコンサートです。
　日時　12月23日㈷　午後１時30分～２時30分　
　料金　入場無料
　会場　石正美術館創作室

「糺の森」
石本正　1969年

浜田市広報係Facebook
　市長公室広報係が取材するイベント情報や、広
報係が運用する広報媒体に関するお知らせなどを、
Facebook で発信しています。
　よかったら、「いいね！」をお願いします。
問い合わせ先
　本庁市長公室広報係（☎�９１５１）

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

有

料

広

告

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.252

有

料

広

告

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

新
聞
紙
の
変
身
展

　
　
　
　
好
評
開
催
中
！

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

12
月
の
イ
ベ
ン
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

の
ご
案
内

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎いわみの冬至祭「光の回廊2017」

◎光の回廊コンサート
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～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

　

海
遊
祭
実
行
委
員
会
委
員
長　
　
　

　
　
　
　
　
杉
原　
来
人
（
２
年
）

　
こ
ん
に
ち
は
。
第
18
回
海
遊
祭
実

行
委
員
会
委
員
長
の
杉
原
来
人
で

す
。
10
月
８
日
・
９
日
に
島
根
県
立

大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
海
遊
祭
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ご
来
場
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
協
力
い
た
だ

い
た
協
賛
企
業
の
皆
さ
ん
や
学
生
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
と
て
も

に
ぎ
や
か
な
海
遊
祭
に
な
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
以
降
も
、
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
海
遊
祭
を
開
催
で

き
る
よ
う
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

島
根
県
立
大
学
藤
原
研
究
室
で

は
、
浜
田
市
と
の
共
同
研
究
で
商
店

街
活
性
化
の
た
め
の
社
会
実
験
を
行

い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

場
所　
紺
屋
町
商
店
街
の
空
き
店
舗

利
用
条
件

・
市
民
同
士
の
相
互
交
流
の
場
と
し

て
利
用
で
き
る
こ
と

・
収
容
人
数　
最
大
20
人

活
用
例　
簡
単
な
飲
食
ス
ペ
ー
ス
・

子
育
て
中
の
親
同
士
の
集
い
・
小

さ
な
文
化
教
室
・
学
習
ス
ペ
ー

ス
・
将
棋
や
碁
の
ゲ
ー
ム
の
場
・

趣
味
の
集
い　
な
ど

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
小
さ
な
公
共
の

場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

応
募
締
切
日　
12
月
20
日
㈬

問
い
合
わ
せ
先　
藤
原
研
究
室

（
☎
�
２
３
６
１・▢ＦＡＸ
�
２
３
６
７
）

Em
ail:h-ta-desk@

u-shim
ane.

ac.jp

　
総
合
政
策
学
部
で
は
、
全
１
年
生

を
対
象
に
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
フ
ィ
ー
ル

ド
・
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
講
し
て
い
ま

す
。そ
の
最
終
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る「
合

同
成
果
発
表
会
」
を
、
今
年
度
は
本

学
講
義・研
究
棟
に
て
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
学
生
が
浜

田
市
内
を
は
じ
め
、
社
会
の
様
々
な

フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
か
け
て
い
き
、
聞

き
取
り
な
ど
の
調
査
を
通
じ
て
地
域

の
課
題
を
発
見
し
、
そ
れ
ら
課
題
の

解
決
策
を
計
画
し
、
提
案
な
ど
を
ま

と
め
て
い
き
ま
す
。

　
当
日
の
発
表
会
は
、
こ
れ
ら
の
成

果
を
と
り
ま
と
め
た
報
告
を
基
に
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
形
式
で
行

い
、
来
場
者
に
は
評
価
シ
ー
ト
に
記

入
の
ご
協
力
も
お
願
い
す
る
予
定
で

す
。

日
時　
平
成
30
年
１
月
2５
日
㈭

　
午
後
１
時
10
分
～
３
時
30
分
（
予

定
）

会
場　
講
義
・
研
究
棟
２
階
な
ど

入
場
料　
無
料（
途
中
入
退
場
自
由
）

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

①
ア
メ
リ
カ
を
旅
す
る

日
時　
12
月
13
日
㈬

　
午
前
10
時
20
分
～
11
時
５0
分

講
師

　
パ
メ
ラ
・
ス
リ
ヤ
チ
ャ
イ
さ
ん

（
浜
田
市
国
際
交
流
員
）

②「
元
寇
」を
探
求
す
る（
全
３
回
）

第
３
回　
対
馬
宗
家
文
庫
史
料
に
見

る
元
寇

日
時　
12
月
13
日
㈬

　
午
後
６
時
1５
分
～
７
時
4５
分

講
師　
石
田
徹
（
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

准
教
授
）

　
各
公
開
講
座
の
会
場
は
講
義
・
研

究
棟
中
講
義
室
３
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
地
域
連
携
課

（
☎
�
２
３
９
６
）

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
は
ま
だ
産

業
振
興
機
構
が
主
催
し
、
行
政
・
支

援
機
関
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
ま

す
。
学
生
に
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ア
を

発
表
す
る
場
を
与
え
る
と
と
も
に
、

地
域
の
企
業
や
行
政
担
当
者
な
ど
に

地
域
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
平
成
23

年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
14
組
の
応
募
者
か
ら

書
類
選
考
に
よ
る
１
次
審
査
を
経
て

選
出
さ
れ
た
４
組
に
よ
り
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
最
優
秀

賞
の
ほ
か
、各
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

賞
の
中
に
は
、
来
場
者
の
投
票
に
よ

り
、
最
も
共
感
し
た
プ
ラ
ン
に
贈
ら

れ
る
「
共
感
大
賞
」
と
い
う
賞
も
あ

り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
来
場
い
た
だ

き
、
地
域
振
興
に
か
け
る
学
生
の
生

の
声
を
、
ぜ
ひ
会
場
で
お
聞
き
く
だ

さ
い
。

日
時　
12
月
1５
日
㈮　
午
後
３
時
～

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー　
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　
は
ま
だ
産
業
振
興

機
構　
（
☎
�
９
５
０
２
）

海遊祭の様子

合同成果発表会の様子

貸出ベスト 10（平成 29 年 10 月期）
順位 タイトル 著者

1 この世の春　下 宮部　みゆき
2 この世の春　上 宮部　みゆき
3 コンビニ人間 村田　沙耶香
4 ナミヤ雑貨店の奇蹟 東野　圭吾
5 ホワイトラビット a night 伊坂　幸太郎
6 石つぶて 警視庁二課刑事の残したもの 清武　英利
7 ネメシスの使者 中山　七里
8 マスカレード・ナイト 東野　圭吾
9 蜜蜂と遠雷 恩田　陸
10 陸王 池井戸　潤

　
市
立
図
書
館
各
館
と
も
、
次
の
と

お
り
年
末
年
始
は
休
館
し
ま
す
。
休

館
中
の
本
の
返
却
は
、
各
館
（
弥
栄

図
書
館
を
除
く
。）
の
返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ

へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
貸
出
を
し

た
館
に
関
わ
ら
ず
、
市
内
い
ず
れ
の

館
で
も
返
却
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
資
料
の
損
傷
を
防
ぐ
た
め

返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ
で
の
返
却
を
お
断
り
し

て
い
る
資
料
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
休
館
日
（
全
館
）　

12
月
29
日
㈮
～
平
成
30
年
１
月
３

日
㈬

返
却
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
返
却
で
き
な
い
も
の

　
視
聴
覚
資
料
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ビ
デ
オ

な
ど
）・
紙
芝
居
・
大
型
絵
本
・
リ

ク
エ
ス
ト
に
よ
り
ほ
か
の
図
書
館
か

ら
借
り
受
け
た
図
書

※　
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
開
館
後
、

窓
口
に
直
接
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

　
金
城
図
書
館
が
島
根
県
立
大
学
短

期
大
学
部
教
授
の
岩
田
英
作
さ
ん
を

お
招
き
し
て
お
届
け
す
る
「
お
は
な

し
レ
ス
ト
ラ
ン
」
は
今
年
で
３
回
目

を
迎
え
ま
す
。

　
え
ー
さ
く
お
じ
さ
ん
（
岩
田
英
作

さ
ん
）
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
す

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
工
作
づ
く
り
を
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
1７
日
㈰　

え
ー
さ
く
お
じ
さ
ん
の
よ
み
き
か
せ

　
午
前
10
時
～
11
時　
　
　
　
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
の
工
作　
　
　
　
　
　

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分　

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん
２
階
中
集

会
室

※　
申
込
み
は
不
要
で
す
。

もよおし 開催日 時間 内容

中
央

おはなし会 毎週土 10:30
今月のテーマは「おくりもの」
第 3 土曜日は「楽しいデコレーション」
を開催

おはなしタンポポ ３日㈰ 1５:00 お話を覚えて語るストーリーテリング
電子紙芝居 ９日㈯ 14:00「つるの恩返し」「桃太郎」「雪やこんこん」ほか

古典のよみきかせ 10日㈰ 13:30 平家物語から「屋
や し ま

島」扇の的で知られる
激戦地・屋島での源義経の在り様の物語

子ども映画会 1７日㈰ 13:30「げんきげんきノンタン　うたおう！クリスマス」
図書館シネマ 24日㈰ 13:30「スープオペラ」（日本映画）
電子紙芝居 24日㈰ 14:00「雪女」「ぞうさんのマフラー」「赤鼻のトナカイ」ほか

金
城

おはなしレストラ
ン★クリスマス会 1７日㈰

10:00 えーさくおじさんのよみきかせ
11:00 クリスマス工作

旭 ブッくんタイム ６日㈬ 10:30 絵本の読み語りなど

三
隅

クリスマスおはなし会と
ペタペタアートワーク ９日㈯ 10:30 絵本などの読み語りと楽しいかべの飾り付け

テーマ「はさみのチョキチョキクリスマスリース」

図
書
館
の
本
が
痛
む
原
因

　
鉛
筆
・
ペ
ン
な
ど
に
よ
る
書
き
込

み
や
落
書
き
、
雨
や
飲
み
物
な
ど
に

よ
る
水
濡
れ
、
ペ
ー
ジ
の
破
り
取

り
、
記
事
の
切
り
取
り
、
食
べ
物
な

ど
の
付
着
に
よ
る
汚
れ
、
動
物
な
ど

に
よ
る
か
み
跡　
な
ど

　
本
を
誤
っ
て
汚
し
た
と
き
に
は
、

自
分
で
修
理
せ
ず
に
図
書
館
の
窓
口

に
早
め
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
で
き

る
限
り
図
書
館
で
修
理
し
ま
す
。
修

理
が
難
し
い
場
合
や
紛
失
さ
れ
て
ど

う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
弁

償
を
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
図
書
館
の
本
は
皆
さ
ん
の
財
産
で

す
。
次
の
人
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で

き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

「みさおとふくまる」
伊原　美代子／写真・文
東京：リトルモア
（分類　７48　イハ）
　みさおおばあちゃんと左右の瞳の色
が違うオッドアイの白猫「ふくまる」
の写真集です。写真は、おばあちゃん
のお孫さんが撮られています。一緒に
畑仕事に出掛けたり、お昼寝したり…
　おばあちゃんと猫の何気ない日常の
写真から、お互いに通じ合いながら仲
良く暮らしている様子が伝わってきま
す。
　文章はほとんどありませんが、一つ
ひとつの写真が愛おしく、じんわりと
温かい気持ちになれる１冊です。

図書館情報
開館時間 　月の休館日

中央図書館 ☎�0480 　9:00～19:00 10日㈪・24㈪
金城図書館 ☎�1823

　9:00～1７:00
月曜日

旭図書館 ☎�1439
弥栄図書館 ☎�2258
三隅図書館 ☎�0338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）
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vol.170
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

海
遊
祭
の
お
礼

紺
屋
町
商
店
街
空
き
店
舗
の

利
用
希
望
と
活
用

１
年
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
学
習

合
同
成
果
発
表
会
の
ご
案
内

公
開
講
座
の
ご
案
内

浜
田
を
元
気
に
す
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

「
M
A
K
E	
D
R
E
A
M
2
0
1
7
」

を
開
催

図書館情報
開館時間 12月の休館日

中央図書館 ☎�0480 　9:00～19:00 11日㈪・2５㈪
金城図書館 ☎�1823

　9:00～1７:00
月曜日

旭図書館 ☎�1439
弥栄図書館 ☎�2258
三隅図書館 ☎�0338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

年
末
年
始
の
休
館
に
つ
い
て

お
は
な
し
レ
ス
ト
ラ
ン
★

ク
リ
ス
マ
ス
会

本
を
大
切
に
！

司書のおすすめ
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世 帯 男 女 総 数
浜 田
金 城

旭
弥 栄
三 隅
合 計

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,７７0 19,2７8 21,423 40,７01
金 城 1,898 2,092 2,233 4,32５

旭 1,3７1 1,3７７ 1,429 2,806
弥 栄 6７8 643 694 1,33７
三 隅 2,881 2,921 3,221 6,142
合 計 26,５98 26,311 29,000 ５５,311

人　口（10月末現在）

（単位：人）

●市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

　ＱＰＺは、旭町の若者たちがみんなで集まって何かやってみたいと、平成21年
に当時市内で開催されていたソフトバレーボール大会に出場するために発足しま
した。
　現在は、メンバー14人で活動し、毎週水曜日に旭公園市民体育館に集まり練習
を行っています。さらに、市内の大会に出場するだけでなく、毎年７月にはＱＰ
Ｚ杯と命名した自分たちで運営する大会を開催し、ソフトバレーボールの普及と
交流の場づくりに努めています。
　キャプテンの松原さんは、「ＱＰＺ杯には、市内のチームだけでなく県外から
の出場があり多くの人の交流の場となっています。大会の開催を楽しみにしても
らっているのでやりがいを感じています。「自分も相手も楽しくやれるように」
をチームのモットーに、活動を続けていきたいです」と話していました。

わがまち 再発見！

金城支所
☎42－1234

旭支所
☎45－1234

弥栄支所
☎48－2111

三隅支所
☎32－2800

編集・発行　浜田市市長公室
〒697－8501 島根県浜田市殿町１番地
☎0855－22－2612（代表）
▢ＦＡＸ0855－22－3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
info@city.hamada.lg.jp

浜田市広報係 Facebook
http://www.facebook.com/koushitsu.hamada

Ｑ
キュー

Ｐ
ピー

Ｚ
ズ

（旭）


